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「お 願 い」 

       この取扱説明書は、最終的にお使いになる方のお手元へ確実に届くようお取りはからいください。 

 

目   次 

                                                ページ 

まえがき ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

       １．安全に関する注意事項 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

       ２．はじめに ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

        ２－１．ご使用前のチェック ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

        ２－２．ご使用上の注意 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

       ３．取り付けおよび配線について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

        ３－１．取付場所（環境条件） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

        ３－２．取付方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

        ３－３．外形寸法図およびパネルカット図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

        ３－４．配線について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

        ３－５．端子配列図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

       ４．前面の説明 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

        ４－１．前面図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

        ４－２．前面各部の説明 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

       ５．画面の説明 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

        ５－１．画面の移行方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

        ５－２．設定方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

        ５－３．電源投入時の初期画面表示 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

        ５－４．各画面の説明 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

         （１）基本画面群 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

         （２）ＦＩＸ（定値制御）設定画面群 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

         （３）ＰＲＯＧ（プログラム制御）設定画面群 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

         （４）モード１画面群 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

         （５）モード２画面群 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

         （６）モード３画面群 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

         （７）モード４画面群 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ 

         （８）モード５画面群 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

         （９）モード６画面群 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

        （１０）モード７画面群 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ 

        （１１）モード８画面群 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ 

        （１２）モード９画面群 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ 

        ５－５．測定範囲コード表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

       ６．機能の補足説明 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

        ６－１．オートリターン機能 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

        ６－２．出力ソフトスタート機能について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

        ６－３．イベント選択警報動作図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

        ６－４．ＡＴ（オートチューニング）について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

        ６－５．二出力特性図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

        ６－６・ＰＩＤ制御方式について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５ 

       ７．トラブルシューティング ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５ 

        ７－１．主な不具合の原因と処置 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５ 

        ７－２．エラー表示の原因と処置 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６ 

       ８．仕 様 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６ 

 

 

 

 

 

                         株式会社                   MAC3F-1FJ  2020年5月 

 

 

 

ＭＡＣ３シリーズ 

デ ジ タ ル 調 節 計 

取 扱 説 明 書 
 

このたびはシマックス製品をお買い上げいただきありがとうございます。 

 お求めの製品がご希望どおりの製品であるかお確かめのうえ、本取扱説明書を熟読し､充分理解されたうえで正しくご使用ください。 
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まえがき 

  この取扱説明書は､ＭＡＣ３の配線および設置・操作・日常メンテナンスに 

携わる方々を対象に書かれております。 
   この取扱説明書には、ＭＡＣ３を取り扱ううえでの、注意事項・取付方法 

・配線・機能説明・操作方法について述べてありますので、ＭＡＣ３を 

取り扱う際は常にお手元に置いてご使用ください｡ 

 また、本取扱説明書の記載内容を遵守してご使用ください｡ 

１．安全に関する注意事項 

安全に関する注意事項や機器・設備の損傷に関する注意事項、また追加説明や 

 但し書きについて、以下の見出しのもとに書いてあります｡ 

◎お守りいただかないとけがや死亡事故につながる恐れのある注意事項 

          「警告」 

◎お守りいただかないと機器・設備の損傷につながる恐れのある注意事項 

          「注意」 

◎追加説明や但し書き等 

           「注」 

「警告」  

ＭＡＣ３は一般産業用設備の温度・湿度・その他物理量を制御する目的で 

設計されております。従って、人命に重大な影響を及ぼすような制御対象 

には使用しないでください｡ 

「注意」 

本器の故障により周辺機器や設備あるいは製品等に損傷・損害の発生する恐れ 

のある場合には、ヒューズの取付・加熱防止装置等の安全措置をした上で 

ご使用ください。 

安全措置なしに使用されて事故が発生しても､責任は負いかねます。 

「注意」 

●本器貼付プレートのアラートシンボルマーク  について 

本器のケースに貼られている端子ネームプレートには、アラートシンボルマーク 

 が印刷されていますが、通電中に充電部に触れると感電の恐れがあるので、

触れないよう注意を促す目的のものです。 

●本器の電源端子に接続する外部電源回路には、電源の切断手段として、スイッチ

または遮断器を設置してください。   スイッチまたは遮断器は本器に近く、 

オペレータの操作が容易な位置に固定配置し、本器の電源切断装置である 

ことを示す表示をしてください。  スイッチまたは遮断器はIEC947の該当 

要求事項に適合したものをご使用ください。 

●ヒューズについて 

   本器にはヒューズを内蔵していませんので、電源端子に接続する電源回路に、 

必ずヒューズを取り付けてください。 ヒューズは、スイッチまたは遮断器と 

   本器の間に配置し、電源端子のＬ側に取り付けてください。 

    ヒューズ定格／特性：２５０ＶＡＣ  ０．５Ａ／中遅動又は遅動タイプ 

    ヒューズはIEC127の要求事項に適合したものをご使用ください。 

●出力および警報端子に接続する負荷の電圧・電流は、定格内でご使用ください。

これを超えると温度上昇で製品寿命を短くし、故障を招く恐れがあります。 

  ●入力端子には、入力規格以外の電圧・電流を加えないでください。  

製品寿命を短くし、故障を招く恐れがあります。 

●入力と電圧パルス出力および電流出力間は、非絶縁ですので接地型のセンサ 

 を使用する場合は、調節出力端子を接地しないでください。 

 （接地すると回り込みによる誤差が発生します。） 

●電源、イベントを含む接点出力以外の信号線のコモンモード対地電圧は３０Ｖ 

 ｒｍｓ、４２.４Ｖピーク、６０ＶＤＣ以下としてください。 

●本器は基礎絶縁の機器です。設置時は装置の絶縁要求を満足している事を 

確認願います。入出力端子にSELV回路を接続する場合、トランスやアイソ 

レータ等を使用して、基礎絶縁を追加してください。 

（基礎絶縁：空間距離1.5mm以上、沿面距離3.0mm以上） 

  ●電源、イベントを含む接点出力、通信以外の信号線は屋内の３０ｍ以内で 

配線願います。超３０ｍや屋外配線の場合は適切な雷サージ対策が必要です。 

●本器はＥＭＣ規格（ＩＥＣ６１３２６）におけるクラスＡ機器です。  

商業地域や家庭内で使用すると電磁障害を起こすことがありますので、 

使用者が充分な対策をした上でご使用ください。 

●本器には、放熱のため通風孔が設けてあります。この孔から金属等の異物が 

混入しないようにしてください。 故障や、火災を招く恐れがあります。 

●通風孔を塞いだり、塵埃等が付着したりしないようにしてください。  

温度上昇や絶縁劣化で、製品寿命を短くし、故障を招く恐れがあります。 

●耐電圧、耐ノイズ、耐サージ等の耐量試験の繰り返しは、劣化につながる恐れ 

がありますので、ご注意ください。 

●ユーザーによる改造及び変則使用は絶対にしないでください。 

 

 

２．はじめに 

 ２－１．ご使用前のチェック 

     ご使用の前に、型式コードの確認と外観や付属品の有無についてチェック 

     を行い、間違いや損傷や不足のないことをご確認ください。 

    型式コードの確認：本体ケースに貼付されている型式コードを下記コード 

内容と照合してご注文どおりであるかご確認ください。 

   型式コード例 

ＭＡＣ３Ａ－ Ｍ Ｃ Ｆ－ Ｅ Ｃ－ Ｄ Ｈ Ｔ Ｒ Ｎ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

   項   目 

1.シリーズ   MAC3A-:96X96mm ｻｲｽﾞ デジタル調節計 

        MAC3B-:48X96mm ｻｲｽﾞ デジタル調節計 

2.入力       M:マルチ, V:電圧, I:電流 

   3.調節出力1   C:接点, S:電圧パルス, I:電流(4～20mA) ，V:電圧(0～10V) 

   4.電源        F-:90 - 264V AC, L-:21.6 - 26.4V DC/AC 

      5.イベント出力 N:なし, E:イベント出力１･2(2点) 

   6.調節出力2･イベント出力･DIのｵﾌﾟｼｮﾝ選択 

             N-:なし, C-:接点, S-:電圧パルス, I-:電流(4～20mA) 

V:電圧(0～10V) 

                 E-:イベント出力3(1点), D-:外部制御入力(DI4)1点 

   7.DI          N:なし, D: 外部制御入力(DI1,2)2点8 

      8.CT入力       N:なし, H:CT入力1点 

   9.ｱﾅﾛｸﾞ出力    N:なし, T: 電流(4～20mA) V:電圧(0-5V) 

     10.通信       N:なし, R:RS485 

     11.ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ機能 N:なし, P:あり 

  型式コード例 

ＭＡＣ３Ｃ－ Ｍ Ｃ Ｆ－ Ｅ Ｃ－ Ｄ Ｔ Ｎ

1 2 3 4 5 6 7 8 9

   項   目 

1.シリーズ      MAC3C-:72X72mm ｻｲｽﾞ デジタル調節計 

         MAC3D-:48X48mm ｻｲｽﾞ デジタル調節計 

2.入力          M:マルチ, V:電圧, I:電流 

   3.調節出力1     C:接点, S:電圧パルス, I:電流(4～20mA), V:電圧(0～10V) 

   4.電源          F-:90 - 264V AC, L-:21.6 - 26.4V DC/AC 

      5.イベント出力   N:なし, E:イベント出力１･2(2点) 

   6.調節出力2･イベント出力･DIのｵﾌﾟｼｮﾝ選択 

                N-:なし, C-:接点, S-:電圧パルス, I-:電流(4～20mA) 

V:電圧(0～10V) 

                    E-:イベント出力3(1点), D-:外部制御入力(DI4)1点 

   7.DI･CT入力      N:なし, D: 外部制御入力(DI1,2)2点, H:CT入力1点 

      8.ｱﾅﾛｸﾞ出力･通信  N:なし, T: 電流(4～20mA),V:電圧(0-5V), R:RS485  

   9. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ機能  N:なし, P:あり 

 付属品のチェック 

     本取扱説明書   １部  

   ｢注｣：製品の不備や付属品の不足、その他お問い合わせの点等がござい 

      ましたら代理店あるいは弊社営業所にご連絡ください｡ 

 

 ２－２．ご使用上の注意 

(1) 前面のキーは堅いものや先のとがったもので操作しないでください｡ 

必ず指先で軽く操作してください｡ 

 (2) 清掃する場合､シンナー等の溶剤は使用せず､乾いた布で軽く拭いてください。 

 

３．取り付けおよび配線について 

 ３－１．取付場所（環境条件） 

「注意」 

   以下の場所では使用しないでください｡ 本器の故障や損傷を招き､場合に 

    よっては火災等の発生につながる恐れがあります。 

(1) 引火性ガス､腐食性ガス､油煙、チリ等が発生または、充満する場所。 

(2) 周囲温度が －１０℃以下､または５５℃を超える場所。 

(3) 周囲の湿度が９０％ＲＨを超える、または結露する場所｡ 

(4) 強い振動や衝撃を受ける場所。 

(5) 強電回路の近くや、誘導障害を受けやすい場所｡ 

(6) 水滴や、直射日光のあたる場所｡ 

(7) 高度が２０００ｍを超える場所｡ 

  ｢注｣:環境条件のうち､IEC664による設置カテゴリはⅡ、汚染度は２です。 

３－２.取付方法 

(1) ３－３項のパネルカット図を参照し､取付穴加工をしてください。 

(2) 取付パネルの適用厚さは 1.2～2.8ｍｍです。 

(3) 本器は固定爪付きですので、そのままパネル前面より押し込んでください。 

｢注｣：ＭＡＣ３はパネル取付型の調節計ですので、必ずパネル 

に取り付けてご使用ください｡ 
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３－３．外形寸法図およびパネルカット図 

    ＭＡＣ３外形寸法図                        単位：ｍｍ 

           ＭＡＣ３Ａ（９６×９６サイズ） 
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           ＭＡＣ３Ｂ（４８×９６サイズ） 
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           ＭＡＣ３Ｃ（７２×７２サイズ） 

         側面図              上面図 

 

6
8 7
2

6
8

64.4

68.4

7
2

 
 

 

           ＭＡＣ３Ｄ（４８×４８サイズ） 
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  ＭＡＣ３パネルカット図  （単位：ｍｍ） 

           ＭＡＣ３Ａ ９６×９６サイズ 
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            ＭＡＣ３Ｃ ７２×７２サイズ 
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            ＭＡＣ３Ｄ ４８×４８サイズ 
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   「注」：単穴による密着取付は横方向のみ可能です。 

     縦方向密着取付の場合の機器取り外しには、専用の取り外し工具 

が必要になります。 

 

 ３－４．配線について 

「警告」 

     ◎配線をする場合は通電しないでください。 感電することがあります。 

◎配線後の端子やその他充電部には通電したまま手を触れないでください｡ 

  

(1) 配線は３－５項の端子配列図に従い､誤配線のないことをご確認ください。 

(2) 熱電対入力の場合は、熱電対の種類に適合した補償導線をご使用ください。 

(3) 測温抵抗体入力の場合､リード線は一線あたりの抵抗値が、５Ω以下で、     

三線共、同一抵抗値となるようにしてください。 

(4) 入力信号線は強電回路と同一の電線管やダクト内を通さないでください。 

(5) 静電誘導ノイズに対しては、シールド線の使用（一点接地）が効果的です｡ 

(6) 電磁誘導ノイズには、配線を短く等間隔にツイストすると効果的です｡ 

 

 

 

91
.6 

88
.2 
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  ３－５．端子配列図 

     ＭＡＣ３ＡおよびＭＡＣ３Ｂの端子配列 

OUT2/EV3/DI4

1
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15
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19

20

21
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-
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EV1

INPUT

L

N
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50/60Hz 9VA



COM
+

-

CT1

～

～

+

－

A

B

B
RS-485

+

－

+

－

CONTACT:240V AC 2A

VOLTAGE PULSE:12V DC 20mA
CURRENT:4-20mA DC

CONTACT:240V AC 2A

CURRENT:4-20mA DC

EV3:240V AC 2A

240V AC 2A

240V AC 2A

L +

N -

POWER
21.6-26.4V DC 4W

50/60Hz 6VA



21.6-26.4V AC

COM

VOLTAGE:0-10V DC

VOLTAGE:0-10V DC

VOLTAGE PULSE:12V DC 20mA

SG

 

  ｢注｣：熱電対・電圧入力で端子11と端子12を短絡すると誤差を生じます。 

     ＭＡＣ３Ｃの端子配列 

1

2

3

4

5

6

10

11

12

13

14

15

16

17
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EV2

EV1

DI1

DI2

COM
+

-
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-
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～

～

L

N
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90-264V AC
50/60Hz 9VA



OUT2/EV3/DI4

INPUT

+

－

A

B

B

CONTACT:240V AC 2A

CURRENT:4-20mA DC

+

－

+

－

CONTACT:240V AC 2A

CURRENT:4-20mA DC

EV3:240V AC 2A

240V AC 2A

240V AC 2A

COM

7

8

9

19

20

21

22

23

24

25

26

27

L +

N -

POWER
21.6-26.4V DC 4W

50/60Hz 6VA



21.6-26.4V AC

VOLTAGE:0-10V DC

VOLTAGE:0-10V DC

VOLTAGE PULSE:12V DC 20mA

VOLTAGE PULSE:12V DC 20mA

SG

 

  ｢注｣：熱電対・電圧入力で端子8と端子9を短絡すると誤差を生じます。 

 

     ＭＡＣ３Ｄの端子配列 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

EV2

EV1
DI1

DI2

COM
+

-
AO
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-

CT1

～

～

L

N

POWER

OUT1

90-264V AC
50/60Hz 9VA



OUT2/EV3/DI4
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+

－

A

B

B

CONTACT:240V AC 2A

CURRENT:4-20mA DC

+

－

+

－

CONTACT:240V AC 2A

CURRENT:4-20mA DC

EV3:240V AC 2A

240V AC 2A

240V AC 2A

L +

N -

POWER
21.6-26.4V DC 4W

50/60Hz 6VA



21.6-26.4V AC

COM

VOLTAGE:0-10V DC

VOLTAGE:0-10V DC

VOLTAGE PULSE:12V DC 20mA

VOLTAGE PULSE:12V DC 20mA

SG

 
 

  ｢注｣：熱電対・電圧入力で端子5と端子6を短絡すると誤差を生じます。 

 

 

４．前面の説明 

４－１．前面図 

       

  ＭＡＣ３Ａ ９６×９６サイズ前面    ＭＡＣ３Ｃ７２×７２サイズ前面 

 

       

 

 

 

 

 ＭＡＣ３Ｄ ４８×４８サイズ前面    ＭＡＣ３Ｂ４８×９６サイズ前面 

       
  ４－２．前面各部の説明 

   ①：測定値（ＰＶ）表示部 （赤色） 

測定値（ＰＶ）および各設定画面で設定の種類を表示します｡ 

   ②：目標値（ＳＶ）表示部 （緑色） 

     目標値（ＳＶ）および各設定画面で設定値を表示します。 

   ③：モニタ用ＬＥＤ 

     (1) ＲＵＮモニタＬＥＤ            RUN    (緑色) 

            ＲＵＮキー・動作モード１画面・外部制御入力(DI)・通信でＲＵＮを 

      実行すると点灯し、スタンバイ（リセット）で消灯、出力モニタ画面 

      または、外部制御入力（ＤＩ）で手動出力を選択すると点滅します。 

     (2) プログラム機能モニタLED                 PRG    (緑色) 

      プログラム制御実行中の上昇または下降時に点滅し、プログラム制御の 

      リセット時や平坦部制御で点灯、FIX制御選択時には消灯します。 

     (3) オートチューニング動作モニタＬＥＤ    AT       (緑色) 

      ＡＴ画面で ONまたは外部制御入力（ＤＩ）でＡＴを選択すると、 

      ＡＴ実行中に点滅し、ＡＴ待機中は点灯し､ＡＴ自動終了または 

解除で消灯します｡ 

 (4) 調節出力1モニタＬＥＤ          OUT1   （緑色） 

接点または電圧パルス出力時に､出力ONで点灯､OFFで消灯。 

      電流または電圧出力時に出力0%で消灯、100%で点灯、中間は比率で点滅。 

(5) イベント出力モニタＬＥＤ         EV1,EV2 （黄色） 

      割り付けられたイベント出力がONになった時､点灯します｡ 

     (6) 調節出力2/イベント出力3モニタLED       OUT2/EV3  (黄色) 

            調節出力2が選択されている場合は、調説出力1モニタLEDと同様、 

      イベント出力3が選択されている場合は、イベント出力モニタLEDと 

      同様の動作となります。 

   ④：キースイッチ操作部 

(1)  (メニュー)キー 

 各画面群で画面の移行に使用します。 

 基本画面で３秒押し続けると､モード１画面群の先頭画面へ移行し、 

各モード画面群の先頭画面で３秒押し続けると､基本画面へ移行します。 

FIXまたはPROGの先頭画面で３秒押し続けると､基本画面へ移行します。 

プログラム制御オプション付加時に動作モード２画面で３秒間押すと 

動作モード１画面へ移行します。 

(2)  (ダウン)キー 

１回押すと１減少します。押し続けると数値が連続して減少します。 

      この時、最小桁の小数点が点滅し設定変更中を表します。 

      PROGで各ステップ設定画面群（ステップ１～４０）先頭画面間の移行 

キー、また各モード画面群の先頭画面間の移行キーにも使用します。 

(3)  (アップ)キー 

１回押すと１増加します。押し続けると数値が連続して増加します。 

 この時、最小桁の小数点が点滅し設定変更中を表します。 

      PROGで各ステップ設定画面群（ステップ１～４０）先頭画面間の移行 

キー、また各モード画面群の先頭画面間の移行キーにも使用します。 

(4)  （エントリー／登録）キー 

 各画面で変更した設定データを確定(最小桁の小数点も消灯)させます。 

 プログラム制御オプション付加時に動作モード１画面で３秒間押すと 

 動作モード２画面へ移行します。 

  出力モニタ画面で３秒間押すと自動出力と手動出力の切換をします。 

 基本画面で３秒押し続けると､FIXまたはPROG先頭画面へ移行します。 

 FIX・PROGと各モード画面群の先頭画面で押すと設定画面へ移行します。 

(5)  （ラン<運転／停止>）キー 

 STBY(RST)（制御停止）で３秒押すとFIX(PROG)制御を開始します。 

 FIXまたはPROG運転中に３秒押すと制御を停止します。 

 

① 

 

② 

 

③ 

 

④ 

 

 

①

 

②

 

③

 

④
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 ５．画面の説明 

 ５－１．画面の移行方法 

      基本画面 

            ３秒     （定値制御）設定画面群先頭画面 または  （プログラム制御）設定画面群先頭画面 

             ３秒                           

 

  基本画面でキーを３秒間押し続けると（定値制御）設定画面群の先頭画面または、（プログラム制御）設定画面群の先頭画面へ移行します。 

  または設定画面群先頭画面でキーを３秒間押し続けると基本画面へ移行します。 

  への移行はプログラムオプションなしの場合と、プログラムオプション付加時に動作モード２画面でが選択されている場合に可能です。 

  への移行はプログラムオプション付加時に動作モード２画面でが選択されている場合に可能です。 

 

     基本画面群                              モード１～９画面群 

    基本画面            モード１先頭画面      モード２先頭画面             モード９先頭画面 

                                                

      3秒                                                   

               

                            3秒 

                                                                        

      動作モード１          キーロック                  ＰＶオフセット補正                 

                              

                                                                       

                                                                                              

 

    基本画面でキーを押すと、押すごとに基本画面群の各画面へ移行します。 

  基本画面でキーを３秒間押し続けるとモード１画面群の先頭画面へ移行します。 

  モード１画面群の先頭画面でキーを押すとモード２、更にモード３と進みます。（注：モード４～モード９は該当するオプションがない場合はスキップします。） 

  モード１画面群の先頭画面でキーを押すとモード９、更にモード８と進みます。（注：モード４～モード９は該当するオプションがない場合はスキップします。） 

  モード１～９画面群の先頭画面でキーを３秒間押し続けると基本画面へ移行します。 

  モード１～９画面群の先頭画面でキーを押すと、各画面群の最初の設定画面へ移行します。 

  各画面群の最初の設定画面でキーを押すと次の画面へ、キーを押すごとに次の設定画面へ移行します。 

 

 ５－２．設定方法 

     各設定画面で設定データを変更する場合は、該当する画面を表示させてキーまたはキーを押して希望する数値或いは機能を選択し、キーを押して確定します。 

     基本画面群の出力モニタ画面では調節出力を自動から手動に切り換えて手動出力を設定することができます。出力モニタ画面を表示させ、キーを３秒間押して 

     自動から手動に切り換える、キーまたはキーで出力させたい数値に合わせる、この場合はキーの確定動作は必要ありません。 

     手動から自動の切り換えもキーを３秒間押します。（注：自動 ⇔ 手動の切り換えはキーロックがＯＦＦ以外、ＳＴＢＹ〈ＲＳＴ〉およびＡＴ実行中はできません。） 

     ２出力仕様の場合、出力１・出力２のどちらで自動 ⇔ 手動の切り換えを行っても、連動で変更されます。 

 

     出力モニタ              出力モニタ              出力モニタ         

                                          

                    ３秒               または                              

     自動の画面 RUNランプ点灯               手動の画面 RUNランプ点滅                   手動の画面 RUNランプ点滅 

 

  ５－３．電源投入時の初期画面表示 

     電源を投入すると電源投入時初期画面が各画面共に約１秒間表示し、基本画面へ移行します。 

                                            

   《電源投入》                                         

            全表示点灯   入力種類の表示  測定範囲の上下限値表示 出力１種類の表示  ※出力２種類の表示   基本画面  

                                         ：接点 ：電圧パルス  ※出力２はオプション付加のみ表示 

                                         ：電流 ：電圧 

 ５－４．各画面の説明 

  （１）基本画面群 

   基本画面 

            実行ＳＶ初期値：センサ入力時 ０ 

                                        リニア入力時 スケーリング下限値 

              設定範囲：センサ入力時 測定範囲内 

     キー           リニア入力時 スケーリング範囲内 

                      尚且つＳＶリミッタの範囲内 

      基本画面では画面上段４桁で測定値（ＰＶ）下段４桁で目標値（ＳＶ） 

を表示します。  （注：以降、測定値をＰＶ、目標値をＳＶと表記） 

      ＦＩＸ時は実行ＳＶを表示し、設定の変更ができます。 

      ＰＲＯＧ時のＳＶは表示のみで設定の変更はできません。 

 

   動作モード１画面 

          初期値：（スタンバイ）（定値制御時の初期値） 

             （リセット）（プログラム制御時の初期値） 

          設定範囲：（） 制御停止[出力OFF(0%)]動作 

キー              制御運転動作 

       キーで（ラン）を選択、キーで確定するとモニタＬＥＤの 

       ＲＵＮが点灯し制御運転を開始します。 

       キーで（）を選択、キーで確定するとモニタ 

       ＬＥＤのＲＵＮは消灯し、制御停止[出力OFF(0%)]動作となります。 

 

       外部制御入力ＤＩにＲＵＮを割り付けた場合はＤＩが優先となり、 

       割り付けを解除しない限りキー操作はできません。 

       測定範囲、単位、スケーリングおよび出力特性を変更した場合は 

       初期化され、（）となります。 

       この画面でプログラム制御オプションが付加されている場合に、 

       キーを３秒押すと、動作モード２画面へ移行し、ＦＩＸ（定値制御）

とＰＲＯＧ（プログラム制御）の切換え選択が可能です。 

       プログラムを選択すると、モニタＬＥＤのＰＲＧが点灯します。 

 

       動作モード１画面     動作モード２画面 

             ３秒     

           ３秒     

       （）              （） 

       動作モード２画面でキーを３秒押すと動作モード１画面へ戻ります。 

       動作モード２画面はプログラムオプションなしでは、表示しません。 

       ＤＩにＰＲＯＧを割り付けた場合はＤＩが優先となり、割付けを解除 

       しない限りキー操作は出来ません。 

 

       動作モード１画面でキーを押すと出力１モニタ画面へ移行します。 
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   出力１モニタ画面 

          手動出力設定範囲：０.０～１００.０％（出力リミッタ内） 

     自動出力時はモニタ表示のみとなります。 

     キー 自動⇔手動切り換えや手動時の設定方法は５－２項参照願います。 

       動作モードを（）にした場合は手動出力は解除されます。 

       電源を遮断し、再投入した場合は遮断直前の出力動作となります。 

       ＤＩにを割り付けた場合はＤＩが優先となり自動⇔手動 

       切り換えはキー操作では不可となり、手動時の出力値のみ変更可能と 

              なります。 

         

   出力２モニタ画面 

           

     内容は出力１と同様です。 

     キー 出力２モニタ画面は出力２オプション付加時のみ表示します。 

 

   ＣＴ１電流モニタ画面 

          電流表示範囲：０.０～５５.０Ａ 

     ＣＴ入力オプション付加時に表示し、ＣＴセンサで検出された 

     キー 電流値を表示します。 

 

   ＣＴ２電流モニタ画面 

      

     内容はＣＴ１と同様です。 

     キー 

 

   ステップ残時間モニタ画面 

        

     プログラムオプションが付加されている場合の、プログラム運転 

     キー 中に表示し現在進行中のステップ№と残時間を交互に表示します。 

         （∞設定ではステップ№との交互表示） 

         キーを３秒間押すことで残時間と経過時間を切換えることが 

できます。（切換えは次画面パターン回数と連動します。） 

         経過時間表示の場合は、最小桁の小数点が点灯します。 

         この画面はプログラムオプションなし、プログラムＲＳＴ状態 

         及びＦＩＸでは表示しません。 

 

   パターン残繰り返し回数モニタ画面 

      

     プログラムオプションが付加されている場合の、プログラム運転 

     キー 中に表示し現在進行中のステップ№とパターンの残繰り返し回数 

を交互表示します。（∞設定ではステップ№との交互表示） 

         キーを３秒間押すことで残回数と現実行回数を切換えることがで

きます。（切換えは前画面ステップ時間と連動します。） 

         現実行回数表示の場合は、最小桁の小数点が点灯します。 

         この画面はプログラムオプションなし、プログラムＲＳＴ状態 

         及びＦＩＸでは表示しません。 

 

   ＰＩＤ №モニタ画面 

      

     ＦＩＸ運転時には選択されているＰＩＤ№を表示します。 

     キー ＰＲＯＧ運転時には各ステップで選択されているＰＩＤ№と 

         現在進行中のステップ№を交互表示します。 

         一桁目で出力１のＰＩＤ№を、三桁目で出力２のＰＩＤ№を表示 

         し、出力２オプションなしでは三桁目は表示となります。 

         この画面はＳＴＢＹ（ＲＳＴ）状態では表示しません。 

 

   ＨＯＬＤ（一時停止）実行画面 

                    初期値： 

                    設定範囲：、 

     キー ＰＲＯＧ運転中ににすると、その時点のステップ時間とＳＶ値で 

一時停止し、ＨＯＬＤ実行中は基本画面でＳＶ値と、 

         を交互表示します。 

         ＨＯＬＤは傾斜ステップの途中でＡＴを実行させたり、平坦 

ステップの不足時間を補う目的等で使用します 

ＨＯＬＤ実行中は停止した時点のＳＶ値で制御を行います。 

         ＨＯＬＤ中にを選択すると、ＨＯＬＤは解除されて当該 

         ステップの残り時間をプログラムに基いて実行します。 

         ＨＯＬＤ実行中は（スキップ）は実行できません。 

         ＤＩにを割付けた場合は、ＤＩ優先となり、キー操作 

         によるＨＯＬＤの実行、解除はできません。 

         この画面はプログラムオプションなし、プログラム状態 

         及びＦＩＸでは表示しません。 

 

   ＳＫＩＰ（スキップ）実行画面 

                    初期値： 

                    設定範囲：、 

     キー ＳＫＩＰ（スキップ）動作は現在進行中のステップを強制的に 

        終了させ次のステップに移行させる機能で、実行すると即時に 

        次のステップがスタートします。ＳＫＩＰを続けて実行する場合、 

        実行から次の実行まで約１秒の間隔が必要です。 

        ＳＫＩＰはＤＩ割付けされている場合でも、実行はＤＩとキー 

        操作のいずれでも可能です。 

        ＳＫＩＰはＨＯＬＤ動作中は実行できません。 

        この画面はプログラムオプションなし、プログラム状態 

        及びＦＩＸでは表示しません。 

   プログラムパターン№選択画面 

                      初期値： 

                     設定範囲：，，， 

    プログラム運転に使用するパターンの№を選択します。  

    選択できるナンバーはプログラムパターン数選択画面で 

  選択されたパターン数以内の№となります。 

キー 

  ＦＩＸ 実効ＳＶ№選択画面 

                          初期値： 

                設定範囲：，，， 

   定値制御に使用する実行ＳＶ№を選択します。 

キー  

  ＡＴ（オートチューニング）実行画面 

                      初期値： 

                     設定範囲：、 

     キー                

        ＯＮ選択でＡＴを実行し、ＯＦＦ選択で解除します。 

        ＳＴＢＹ（ＲＳＴ）、手動出力、Ｐ（比例帯）＝ＯＦＦ時は 

        表示しません。 

        その他、キーロックＯＦＦ以外、スケールオーバではＡＴの実行は 

        できません。（ＤＩ割付け時にＤＩによるＡＴの実行はできますが、 

        その場合でも途中解除はこの画面で行います。） 

ＡＴ実行中はＡＴの解除、ＳＴＢＹ（ＲＳＴ）、ＥＶ動作点、 

        キーロックの設定、モード５～９画面群のキー操作は可能です。 

ＡＴ正常終了以外で、タイムオーバ（２００分）、スケールオーバ、 

        ＳＴＢＹ（ＲＳＴ）選択およびＡＴ解除設定時はＡＴの実行を 

        強制解除します。 

   ＥＶ１（イベント１）動作点設定画面 

        初期値：上限絶対値 測定範囲 スケーリング上限値  

           下限絶対値 測定範囲 スケーリング下限値 

                  上限偏差   

     キー          下限偏差   

                  偏差内    

                  偏差外    

              ＣＴ１またはＣＴ２    

                ギャランティ   

            設定範囲：上限絶対値 測定範囲内 スケーリング範囲内 

下限絶対値 測定範囲内 スケーリング範囲内 

上限偏差  ～unit 

下限偏差  ～unit 

上下限偏差内   ～unit 

上下限偏差外   ～unit 

              ＣＴ１またはＣＴ２   ～Ａ 

        ＥＶ１に割り付けた警報種類の動作点を設定します。 

        ＥＶオプションなし、ＥＶ１に、、、、 

、、、、、 

割付時は表示しません。 

        各偏差警報は動作モードがで自動出力時に有効です。 

        各偏差警報は実行ＳＶに対するＰＶの偏差となります。 

        各偏差警報以外のイベント動作は常に有効です。 

   ＥＶ２（イベント２）動作点設定画面 

     

             初期値、設定範囲、内容はＥＶ１と同様です。 

     キー 

 

   ＥＶ３（イベント３）動作点設定画面 

    

             初期値、設定範囲、内容はＥＶ１と同様です。 

     キー  

         イベント３はＥＶ１，２とは別にＥＶ３オプションが付加されて 

         いる場合に、ＥＶ１，２と同じ内容で表示されます。 
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   ラッチング解除画面 

            初期値： 

           設定範囲：  ＥＶ１を解除 

                      ＥＶ２を解除 

     キー              ＥＶ３を解除 

                       全てのＥＶを同時に解除 

              各ＥＶモードのラッチング設定画面でを選択した№と 

を表示します。ラッチングをにした場合、一旦ＥＶが 

出力するとＥＶがＯＦＦになる状態になっても、ＥＶ出力状態を 

保持します。この画面では保持しているＥＶ出力を解除します。 

       ＥＶがラッチング状態の時に最小桁の小数点が点滅し、ＥＶの解除が 

可能であることを示し、キーを押すと、ＥＶが解除されて小数点が 

消灯します。 

       但し状態がＥＶ出力領域にある場合は解除はできません。 

  基本画面へ戻る 

 

  （２）ＦＩＸ（定値制御）設定画面群 

      プログラムオプションなしの場合と、プログラムオプション付加時に 

基本画面群の動作モード２画面でが選択されている場合に基本 

      画面でキーを３秒間押すと、ＦＩＸ設定画面群の先頭画面を表示 

      します。先頭画面でキーを３秒間押すと基本画面へ戻ります。 

 

      基本画面            ＦＩＸ設定画面群の先頭画面 

             ３秒       

              ３秒        

 

   ＦＩＸ先頭画面 

    

      この画面は設定はありません。 

     キー キーを押すと最初の設定画面ＳＶ１設定画面へ移行します。 

 

   ＳＶ１設定画面 

                初期値：センサ入力時 ０ 

              リニア入力時 スケーリング下限値 

                 設定範囲：センサ入力時 測定範囲内 

          キー                          リニア入力時 スケーリング範囲内 

                      尚且つＳＶリミッタの範囲内 

       ＳＶ１が実行ＳＶの場合、基本画面に反映されます。 

       測定範囲、単位およびスケーリングを変更した場合は初期化されます。 

 

   ＳＶ１出力１ＰＩＤ№設定画面 

              初期値：１ 

                設定範囲：１，２，３ 

     キー ＳＶ１が実行ＳＶの時に出力１の制御に使用するＰＩＤ№を 

         １～３より選択します。 

 

   ＳＶ１出力２ＰＩＤ№設定画面 

              初期値：１ 

                設定範囲：１，２，３ 

         ＳＶ１が実行ＳＶの時に出力２の制御に使用するＰＩＤ№を 

     キー １～３より選択します。 

         出力２オプションが付加されている場合に表示します。 

 

   ＳＶ２設定画面 

               初期値：ＳＶ１と同様  

                設定範囲：ＳＶ１と同様   

     キー           

        ＳＶ２実行ＳＶの場合、基本画面に反映されます。 

        測定範囲、単位およびスケーリングを変更した場合は初期化されます。 

 

   ＳＶ２出力１ＰＩＤ№設定画面 

              初期値：１ 

                設定範囲：１，２，３ 

     キー ＳＶ２が実行ＳＶの時に出力１の制御に使用するＰＩＤ№を 

         １～３より選択します。 

 

   ＳＶ２出力２ＰＩＤ№設定画面 

              初期値：１ 

                設定範囲：１，２，３ 

     キー ＳＶ２が実行ＳＶの時に出力２の制御に使用するＰＩＤ№を 

         １～３より選択します。 

         出力２オプションが付加されている場合に表示します。 

   ＳＶ３設定画面 

                初期値：第１ＳＶと同様  

                設定範囲：第１ＳＶと同様   

     キー 

       ＳＶ３が実行ＳＶの場合、基本画面に反映されます。 

       測定範囲、単位およびスケーリングを変更した場合は初期化されます。 

 

   ＳＶ３出力１ＰＩＤ№設定画面 

              初期値：１ 

                設定範囲：１，２，３ 

     キー ＳＶ３が実行ＳＶの時に出力１の制御に使用するＰＩＤ№を 

         １～３より選択します。 

 

   ＳＶ３出力２ＰＩＤ№設定画面 

              初期値：１ 

                設定範囲：１，２，３ 

     キー ＳＶ３が実行ＳＶの時に出力２の制御に使用するＰＩＤ№を 

         １～３より選択します。 

         出力２オプションが付加されている場合に表示します。 

 

   ＳＶ４設定画面 

                初期値：第１ＳＶと同様  

                設定範囲：第１ＳＶと同様   

     キー 

       ＳＶ４が実行ＳＶの場合、基本画面に反映されます。 

       測定範囲、単位およびスケーリングを変更した場合は初期化されます。 

 

   ＳＶ４出力１ＰＩＤ№設定画面 

              初期値：１ 

                設定範囲：１，２，３ 

     キー ＳＶ４が実行ＳＶの時に出力１の制御に使用するＰＩＤ№を 

         １～３より選択します。 

 

   ＳＶ４出力２ＰＩＤ№設定画面 

              初期値：１ 

                設定範囲：１，２，３ 

     キー ＳＶ４が実行ＳＶの時に出力２の制御に使用するＰＩＤ№を 

         １～３より選択します。 

         出力２オプションが付加されている場合に表示します。 

  ＦＩＸ先頭画面へ戻る 

 

  （３）ＰＲＯＧ（プログラム制御）設定画面群 

      プログラムオプション付加時に基本画面群の動作モード２画面で 

が選択されている場合に基本画面でキーを３秒間 

      押すと、ＰＲＯＧ設定画面群の先頭画面を表示します。 

      先頭画面でキーを３秒間押すと基本画面へ戻ります。 

 

        基本画面          ＰＲＯＧ設定画面群の先頭画面 

             ３秒       

              ３秒       

     また、ＰＲＯＧ先頭画面でキーを1秒押すとプログラムパターン２へ 

     移行し、キー１秒押しで更に３，４，１と、プログラムパターンの 

     先頭画面間を移行します。ただし、プログラムパターン数設定画面で 

     設定したパターン数が１の場合はのみ、２の場合はと、 

     ４の場合は、、、 が表示可能になります。 

                1秒 

   1秒   1秒   1秒   

                     

                                     

                       

                                

                                    

                                

 プログラム基本設定                                

 画面群の説明を参照                       
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  プログラム基本設定画面群 

   プログラム基本設定画面群先頭画面 

     この画面は設定はありません。 

     キーを押すとステップ１先頭画面へ移行します。 

         キーを押すとステップ４０先頭画面へ移行します。 

     キー キーを押すと最初の設定画面スタートモード設定画面へ移行 

         します。 

   スタートモード設定画面 

                 初期値： 

                  設定範囲：（ＳＶ）、（ＰＶ） 

          プログラム制御のスタート設定点をＰＶにするか、次画面で 

     キー  設定されているスタートＳＶにするかを選択します。 

          ＰＶを選択した場合はＰＶがスタートＳＶよりステップ１の 

          設定点に近い時は、無駄時間を省略できます。 

   スタートＳＶ設定画面 

             初期値：センサ入力時 ０ 

                    リニア入力時 スケーリング下限値 

設定範囲：センサ入力時 測定範囲内 

         キー              リニア入力時 スケーリング範囲内 

                     尚且つＳＶリミッタの範囲内 

          スタートモード設定画面でＳＶを選択した場合は、この画面の 

          設定値がスタート設定点になります。 

          プログラムＲＳＴ時の基本画面ＳＶ表示はこの画面で設定 

          された値を表示します。 

   終了ステップ設定画面 

              初期値：４０ 

              設定範囲：１～４０ステップ 

     キー プログラム制御のパターン終了ステップ№を設定します。 

        プログラムパターン数設定画面で設定したパターン数が１の場合は 

        ４０ステップまで、パターン数が２の場合は２０ステップまで、 

        パターン数が４の場合は１０ステップまでが設定可能範囲です。 

   プログラムパターン繰り返し実行回数設定画面 

             初期値：１ 

               設定範囲：１～９９９９回、∞ 

     キー プログラムパターンの実行回数を設定します。 

   ギャランティソークゾーン設定画面 

              初期値：ＯＦＦ 

              設定範囲：ＯＦＦ、１～２０００unit 

     キー  傾斜ステップから平坦ステップへの移行時にその領域に到達 

          しない場合は平坦ステップに移行させない値を平坦ステップ 

          に対する偏差値で設定します。 

   時間単位設定画面（パターン１のみ表示） 

          初期値：：（分：秒） 

   ：     設定範囲：：、 ：、 . 

     キー  各ステップで設定する実行時間の単位を分：秒か、時：分 

          または時間の何れか選択します。 

 

   パターン数設定画面（パターン１のみ表示） 

           初期値：１ 

             設定範囲：１，２，４ 

     キー パターン数を設定します。 

 

プログラム基本設定画面群先頭画面へ 

 

  ＰＶスタートについて 

   スタートモードでＰＶを選択した場合、ＰＶがスタートＳＶよりステップ１の 

   設定点に近い時は、無駄時間を省略することができます。 

    「例」：ＲＳＴ時のＰＶが３０℃、スタートＳＶが０℃、ステップ１の 

        到達ＳＶ１００℃、ステップ１の実行時間６０分 

        スタートＳＶでのスタートでは到達時間は６０分です。 

        ＰＶでスタートすると１００－３０＝７０℃ で 

        ６０分×７０％＝４２分となります。 １８分の短縮 

   但し、ＰＶとスタートＳＶと到達ＳＶの位置関係によってはＳＶスタートに 

   なったり、ステップ１が省略されることがあります。 

 

    ①ＳＶスタートになる場合 

      ＰＶ≦Ｓ_ＳＶ（スタートＳＶ）＜１_ＳＶ（ステップ１到達ＳＶ） 

      ＰＶ≧Ｓ_ＳＶ＞１_ＳＶ 

 １_ＳＶ                 ＰＶ 

                    Ｓ_ＳＶ 

Ｓ_ＳＶ                

   ＰＶ               １_ＳＶ 

      ステップ１ ステップ２         ステップ１ ステップ２ 

 

    ②ステップ１が省略され、ステップ２へ進む場合 

      Ｓ_ＳＶ＜１_ＳＶ＜ＰＶ 

      Ｓ_ＳＶ＞１_ＳＶ＞ＰＶ 

      ＰＶ＝１_ＳＶ 

   ＰＶ               Ｓ_ＳＶ 

        省略   

１_ＳＶ               １_ＳＶ    省略 

 Ｓ_ＳＶ                 ＰＶ 

      ステップ１ ステップ２         ステップ１ ステップ２ 

  ステップ１設定画面群～ステップ４０設定画面群 

  ステップ１設定画面群～ステップ４０設定画面群の画面シーケンスは 

   以下のとおりです。 

                   

          ・・・・     

          ・・・・     

                   

                                   

           １秒  ・・・ １秒   

                                   

                                                           

 

           １秒  ・・・ １秒   

                          

                                   

 

           １秒  ・・・ １秒   

                                   

                                   

 

           １秒  ・・・ １秒   

                                   

                                   

 

     各ステップ設定画面でステップ１～９は数字の次に、１０～１９は、 

     ２０～２９は、３０～３９は、４０はを表示して区別します。 

     （ステップ １ＳＶは、ステップ１２ＳＶは、ステップ 

２３ＳＶはステップ３４ＳＶはＳＶと表示します。） 

   各ステップ先頭画面でキーを押すと各ステップのＳＶ設定画面へ移行します。 

   ＳＶ設定画面でキーを押すと各ステップの実行時間設定画面へ移行します。 

   以後キーを押して出力１ＰＩＤ№、出力２ＰＩＤ№、先頭画面へ移行します。 

   また、各設定画面でキーを１秒間押すと次のステップ№の同じ設定項目画面へ 

   移行します。 （１_ＳＶ→２_ＳＶ・・・→０ＳＶ→１_ＳＶ） 

 

  各ステップとも設定内容は同じですのでステップ１について説明します。 

   ステップ１ＳＶ設定画面 

              初期値：センサ入力時 ０ 

              リニア入力時 スケーリング下限値 

                 設定範囲：センサ入力時 測定範囲内 

             キー                        リニア入力時 スケーリング範囲内 

                      尚且つＳＶリミッタの範囲内 

        ステップ１の到達設定値を設定します。 

        測定範囲、単位およびスケーリングを変更した場合は初期化されます。 

 

    ステップ１実行時間設定画面 

             初期値：００：０１ 

         設定範囲：００：００～９９：５９（分：秒、時：分） 

                  ０.１～９９９.９（時間）および∞（無限） 

             キー  ステップ１の実行時間を設定します。 

 

    ステップ１出力１ＰＩＤ№設定画面 

             初期値：１ 

               設定範囲：１～３ 

         ステップ１の制御出力１で使用するＰＩＤの№を選択します。 

             キー 

 

    ステップ１出力２ＰＩＤ№設定画面 

             初期値：１ 

               設定範囲：１～３ 

       キー ステップ１の制御出力２で使用するＰＩＤの№を選択します。 

           出力２オプションが付加されている場合に表示します。 

 

    ステップ１先頭画面へ 
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  （４）モード１画面群 

 

   モード１先頭画面 

       基本画面でキーを３秒間押し続けると表示します。 

 

     キー  この画面は設定はありません。キーを押すと最初の設定画面 

         キーロック設定画面へ移行します。 

 

  キーロック設定画面 

                初期値： 

                       設定範囲：、 ～  

     キー 

      実行ＳＶと手動の数値変更およびキーロックレベルの変更が可能 

      手動の数値変更およびキーロックレベルの変更が可能 

     キーロックレベルの変更が可能 

     キーロックレベルの変更が可能 (キーをロック) 

      に加えて基本画面群とFIX/PROG画面群の変更が可能 

      に加えて基本画面群とｽﾃｯﾌﾟ設定画面群の変更が可能 

           ※キーロック５と６はソフトウェアVer1.37以降で使用可能です。 

  ＳＶリミッタ下限値設定画面 

          初期値：測定範囲下限値 

         設定範囲：測定範囲下限値～測定範囲上限値－１ 

     キー            および（ＳＶ表示が消灯） 

      目標値の設定下限値を設定します。 

      ＳＶリミッタ下限値は上限値に優先し、上限値が下限値より 

      低い場合は、上限値を強制的に下限値＋１の値とします。 

      測定範囲下限値でキーを押すとを表示、キーを押すと 

      確定します。（この選択で下限リミッタは測定範囲下限値に固定） 

      を選択すると基本画面のＳＶ表示は消灯します。但し、ＦＩＸ 

       設定画面群内のＳＶ設定画面は表示し、設定変更も可能です。 

 

  ＳＶリミッタ上限値設定画面 

           初期値：測定範囲上限値 

             設定範囲：ＳＶリミッタ下限値＋１～測定範囲上限値 

     キー   目標値の設定上限値を設定します。 

  モード１先頭画面へ戻る 

 

  （５）モード２画面群 

 

   モード２先頭画面 

     モード１先頭画面でキーを押すか、モード３先頭画面 

        できーを押すと表示します。 設定はありません。 

     キー キーを押すと最初の設定画面ＰＶオフセット補正画面へ

移行します。 

   ＰＶオフセット補正（ＰＶバイアス）設定画面 

                    初期値：０ 

                      設定範囲：－５００～５００unit 

     キー センサ等の入力誤差の補正に使用します。 

        オフセット補正を行うと制御も補正された値で行います。 

        

   ＰＶゲイン補正設定画面 

                    初期値：０.００ 

                    設定範囲：±５.００％ 

     キー 入力の最大値を測定範囲の±５.００％の範囲で補正します。 

         補正をかけると０点と補正最大値を結ぶ直線でスパンの傾斜が 

         変わります。 

   ＰＶフィルタ設定画面 

                    初期値：０ 

                      設定範囲：０～９９９９秒 

     キー 入力変化の激しい場合やノイズの重畳するような場合に、 

        その影響を緩和させる目的に使用します。 

        ０秒設定の場合はフィルタは機能しません。 

         

   測定範囲設定画面 

          初期値：マルチ 、電圧 、電流  

           設定範囲：５－５.測定範囲コード表より選択 

     キー 

        入力の種類と測定範囲の組み合せをコードで設定します。 

   温度単位設定画面 

                 初期値： 

                   設定範囲：、 

     キー センサ入力時の温度単位を(℃)、()から設定します。 

        リニア入力が選択されている場合は表示しません。 

 

   入力スケーリング下限値設定画面 

                 初期値：０.０ 

                  設定範囲：－１９９９～９９８９unit 

     キー リニア入力時のスケーリング下限値を設定します。 

        

   入力スケーリング上限値設定画面 

                初期値：１００.０ 

               設定範囲：－１９８９～９９９９unit 

     キー  リニア入力時のスケーリング上限値を設定します。 

         

      注：下限値を上限値との差が１０未満または１００００超に 

        設定すると上限値は強制的に+10または+10000 ｶｳﾝﾄの値 

        に変更されます。 上限値は下限値+10 ｶｳﾝﾄ未満または 

        +10000 ｶｳﾝﾄ超には設定できません. 

 

   入力スケーリング小数点位置設定画面 

          初期値：小数点以下１桁(０.０) 

         設定範囲：小数点なし()）～小数点以下３桁(０.０００) 

                入力スケーリングの小数点位置を設定します。 

     キー 

      注：入力スケーリングの各画面はセンサ入力時はモニタ 

        となり、設定変更は出来ません。 

 

  モード２先頭画面へ戻る 

 

  （６）モード３画面群 

 

   モード３先頭画面 

      設定はありません。 

         キーを押すと最初の設定画面、出力１比例帯１設定画面へ 

     キー  移行します。 この画面群では出力１で使用可能なＰＩＤ 

         １～３関連項目と出力１のソフトスタート、比例周期 

         出力特性について、設定します。 

 

出力１ＰＩＤ１比例帯（Ｐ）設定画面 

         初期値：３.０％ 

             設定範囲：ＯＦＦ，０.１～９９９.９％ 

     キー 

       オートチューニングを行う場合は基本的に設定の必要はありません。 

       ＯＦＦを選択するとＯＮ―ＯＦＦ（二位置）動作になります。 

 

   出力１ＰＩＤ１積分時間（Ｉ）設定画面 

           初期値：１２０秒 

          設定範囲：０ＦＦ，１～６０００秒 

     キー  

       オートチューニングを行う場合は基本的に設定の必要はありません。 

       この画面はＯＮ―ＯＦＦ動作時には表示しません。 

       Ｉ＝ＯＦＦ設定でＰ動作またはＰＤ動作となります。 

 

   出力１ＰＩＤ１微分時間（Ｄ）設定画面 

                 初期値：３０秒 

                  設定範囲：０ＦＦ，１～３６００秒 

     キー 

       オートチューニングを行う場合は基本的に設定の必要はありません。 

       この画面はＯＮ―ＯＦＦ動作時には表示しません。 

       Ｄ＝ＯＦＦ設定でＰ動作またはＰＩ動作となります。 

 

   出力１ＰＩＤ１マニュアルリセット設定画面 

                 初期値：０.０ 

                 設定範囲：－５０.０～５０.０％ 

     キー 

       Ｉ＝ＯＦＦ（Ｐ動作、ＰＤ動作）時のオフセット修正を行います。 

       この画面はＯＮ―ＯＦＦ動作時には表示しません。 

 

    出力１ＰＩＤ１動作すきま設定画面 

                初期値：５ 

                  設定範囲：１～９９９unit 

     キー 

       ＯＮ―ＯＦＦ動作時の動作すきまを設定します。 

       Ｐ＝ＯＦＦ（ＯＮ―ＯＦＦ動作）設定時に表示します。 
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  出力１ＰＩＤ１下限リミッタ設定画面 

                  初期値：０.０ 

                  設定範囲：０.０～９９.９％ 

     キー 出力１ＰＩＤ１の出力下限値を設定します。 

         

        注：ＳＴＢＹ（ＲＳＴ）およびスケールオーバ時の 

          出力はリミッタ値を無視します。 

 

  出力１ＰＩＤ１上限リミッタ設定画面 

            初期値：１００.０ 

          設定範囲：出力リミッタ下限値＋０.１～１００.０％ 

     キー  出力１ＰＩＤ１の出力上限値を設定します。 

          

 

出力１ＰＩＤ２比例帯（Ｐ）設定画面 

         初期値：３.０％ 

            設定範囲：ＯＦＦ，０.１～９９９.９％ 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

 

  出力１ＰＩＤ２積分時間（Ｉ）設定画面 

           初期値：１２０秒 

          設定範囲：０ＦＦ，１～６０００秒 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

 

   出力１ＰＩＤ２微分時間（Ｄ）設定画面 

                 初期値：３０秒 

                  設定範囲：０ＦＦ，１～３６００秒 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

          

   出力１ＰＩＤ２マニュアルリセット設定画面 

                 初期値：０.０ 

                 設定範囲：－５０.０～５０.０％ 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

 

   出力１ＰＩＤ２動作すきま設定画面 

                初期値：５ 

                  設定範囲：１～９９９unit 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

 

  出力１ＰＩＤ２下限リミッタ設定画面 

                  初期値：０.０ 

                  設定範囲：０.０～９９.９％ 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

 

  出力１ＰＩＤ２上限リミッタ設定画面 

            初期値：１００.０ 

          設定範囲：出力リミッタ下限値＋０.１～１００.０％ 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

 

出力１ＰＩＤ３比例帯（Ｐ）設定画面 

         初期値：３.０％ 

            設定範囲：ＯＦＦ，０.１～９９９.９％ 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

 

  出力１ＰＩＤ３積分時間（Ｉ）設定画面 

           初期値：１２０秒 

          設定範囲：０ＦＦ，１～６０００秒 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

 

  出力１ＰＩＤ３微分時間（Ｄ）設定画面 

                初期値：３０秒 

                 設定範囲：０ＦＦ，１～３６００秒 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

          

  出力１ＰＩＤ３マニュアルリセット設定画面 

                初期値：０.０ 

                設定範囲：－５０.０～５０.０％ 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

 

  出力１ＰＩＤ３動作すきま設定画面 

               初期値：５ 

                 設定範囲：１～９９９unit 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

  出力１ＰＩＤ３下限リミッタ設定画面 

                  初期値：０.０ 

                  設定範囲：０.０～９９.９％ 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

 

  出力１ＰＩＤ３上限リミッタ設定画面 

            初期値：１００.０ 

          設定範囲：出力リミッタ下限値＋０.１～１００.０％ 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

 

  出力１ソフトスタート時間設定画面 

       初期値：ＯＦＦ 

       設定範囲：ＯＦＦ、０.５～１２０.０秒（設定分解能０.５秒） 

          電源投入時や運転開始時に出力の変化を緩和する機能です。 

     キー  ＯＦＦ設定時は機能しません。 

 

  出力１比例周期時間設定画面 

            初期値：接点出力    ３０.０秒 

                電圧パルス出力  ３.０秒 

     キー      設定範囲：０.５～１２０.０秒（設定分解能０.５秒） 

         出力１の比例周期時間を設定します。 

         出力１が電流または電圧の場合は、表示しません。 

 

  出力１特性設定画面 

                      初期値： 

                      設定範囲：、 

     キー  調節出力の特性を（加熱特性）、（冷却特性）から 

          選択します。 

 

  モード３先頭画面へ戻る 

 

  （７）モード４画面群 

     モード４画面群は出力２オプションの設定画面群であり、オプションが 

     付加されていない場合は、表示しません。 

モード４先頭画面 

      設定はありません。 

         キーを押すと最初の設定画面、出力２比例帯１設定画面へ 

     キー  移行します。 この画面群では出力２で使用可能なＰＩＤ 

         １～３関連項目と出力２のソフトスタート、比例周期 

         出力特性について、設定します。 

 

出力２ＰＩＤ１比例帯（Ｐ）設定画面 

         初期値：３.０％ 

             設定範囲：ＯＦＦ，０.１～９９９.９％ 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

 

   出力２ＰＩＤ１積分時間（Ｉ）設定画面 

           初期値：１２０秒 

          設定範囲：０ＦＦ，１～６０００秒 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

 

   出力２ＰＩＤ１微分時間（Ｄ）設定画面 

                 初期値：３０秒 

                  設定範囲：０ＦＦ，１～３６００秒 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

 

   出力２ＰＩＤ１デッドバンド設定画面 

                  初期値：０ 

                 設定範囲：－１９９９～５０００unit 

     キー 

       出力１に対する出力２の動作域をデッドバンドで設定します。 

 

   出力２ＰＩＤ１動作すきま設定画面 

                初期値：５ 

                  設定範囲：１～９９９unit 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

 

  出力２ＰＩＤ１下限リミッタ設定画面 

                   初期値：０.０ 

                   設定範囲：０.０～９９.９％ 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 
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  出力２ＰＩＤ１上限リミッタ設定画面 

            初期値：１００.０ 

          設定範囲：出力リミッタ下限値＋０.１～１００.０％ 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

          

 

出力２ＰＩＤ２比例帯（Ｐ）設定画面 

         初期値：３.０％ 

            設定範囲：ＯＦＦ，０.１～９９９.９％ 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

 

  出力２ＰＩＤ２積分時間（Ｉ）設定画面 

           初期値：１２０秒 

          設定範囲：０ＦＦ，１～６０００秒 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

 

  出力２ＰＩＤ２微分時間（Ｄ）設定画面 

                初期値：３０秒 

                 設定範囲：０ＦＦ，１～３６００秒 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

          

  出力２ＰＩＤ２デッドバンド設定画面 

                初期値：０.０ 

                設定範囲：－１９９９～５０００unit 

     キー 内容は出力２ＰＩＤ１デッドバンド設定画面と同じです。 

 

  出力２ＰＩＤ２動作すきま設定画面 

               初期値：５ 

                 設定範囲：１～９９９unit 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

 

  出力２ＰＩＤ２下限リミッタ設定画面 

                  初期値：０.０ 

                  設定範囲：０.０～９９.９％ 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

 

  出力２ＰＩＤ２上限リミッタ設定画面 

            初期値：１００.０ 

          設定範囲：出力リミッタ下限値＋０.１～１００.０％ 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

 

出力２ＰＩＤ３比例帯（Ｐ）設定画面 

         初期値：３.０％ 

            設定範囲：ＯＦＦ，０.１～９９９.９％ 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

 

  出力２ＰＩＤ３積分時間（Ｉ）設定画面 

           初期値：１２０秒 

          設定範囲：０ＦＦ，１～６０００秒 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

 

  出力２ＰＩＤ３微分時間（Ｄ）設定画面 

                初期値：３０秒 

                 設定範囲：０ＦＦ，１～３６００秒 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

          

  出力２ＰＩＤ３デッドバンド設定画面 

                初期値：０.０ 

                設定範囲：－１９９９～５０００unit 

     キー 内容は出力２ＰＩＤ１デッドバンド設定画面と同じです。 

 

  出力２ＰＩＤ３動作すきま設定画面 

               初期値：５ 

                 設定範囲：１～９９９unit 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

 

  出力２ＰＩＤ３下限リミッタ設定画面 

                  初期値：０.０ 

                  設定範囲：０.０～９９.９％ 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

 

 

 

  出力２ＰＩＤ３上限リミッタ設定画面 

            初期値：１００.０ 

          設定範囲：出力リミッタ下限値＋０.１～１００.０％ 

     キー 内容は出力１ＰＩＤ１と同じです。 

 

  出力２ソフトスタート時間設定画面 

       初期値：ＯＦＦ 

       設定範囲：ＯＦＦ、０.５～１２０.０秒（設定分解能０.５秒） 

内容は出力１と同じです。 

 

  出力２比例周期時間設定画面 

          初期値：接点出力    ３０.０秒 

                電圧パルス出力  ３.０秒 

     キー      設定範囲：０.５～１２０.０秒（設定分解能０.５秒） 

         内容は出力１と同じです。 

 

  出力２特性設定画面 

                  初期値： 

                  設定範囲：、 

     キー 内容は出力１と同じです。 

         

 

  モード４先頭画面へ戻る 

 

  （８）モード５画面群 

     モード５画面群はイベントオプションの設定画面群であり、オプションが  

     付加されていない場合は表示しません。 

   モード５先頭画面 

      設定はありません。 

         キーを押すと最初の設定画面イベント１動作モード設定画面へ 

     キー  移行します。 

 

    イベント１動作モード設定画面 

              初期値： 

             設定範囲：イベント種類キャラクタ表より選択 

      キー 

      イベント１に割り付けるイベント種類をキャラクタ表より選択します。 

      イベント種類キャラクタ表 

ｷｬﾗｸﾀ   種 類 ｷｬﾗｸﾀ   種 類 

 割付けなし    制御ループ警報２ 

  上限絶対値警報    ステップ信号 

  下限絶対値警報    パターン終了信号 

  ｽｹｰﾙｵｰﾊﾞ警報    プログラム終了信号 

  上限偏差警報   ホールド信号 

  下限偏差警報   プログラム信号 

  偏差内警報   アップスロープ信号 

  偏差外警報   ダウンスロープ信号 

 ＲＵＮ信号    ギャランティ信号 

 制御ﾙｰﾌﾟ警報１  

       ※測定範囲、スケーリングおよび単位を変更すると初期化されます。 

       ※偏差警報は運転モードがＲＵＮ＋ＡＵＴＯ時に出力可能、その他 

        のイベントは常に出力可能状態です。 

    イベント１動作すきま設定画面 

                   初期値：５unit 

                    設定範囲：１～９９９unit 

     キー  イベント１のＯＮ―ＯＦＦ動作すきまを設定します。 

       イベント１モードが、、、、、 

       、、、の場合は表示しません。 

       測定範囲､スケーリング、単位およびイベント１モードの変更で 

       初期化されます。 

    イベント１待機動作設定画面 

                初期値： 

     キー             設定範囲：、、 

         ：待機動作なし、：電源投入時のみ待機動作 

         ：電源投入時、各警報動作点変更時・偏差警報の実行ＳＶ 

           変更時、ＲＵＮ/ＳＴＢＹ（ＲＳＴ）切換時、ＡＵＴＯ／ＭＡＮ 

切換時に待機動作 

       イベント１モードが、、、、、 

       、、、の場合は表示しません。 

       測定範囲､スケーリング、単位およびイベント１モードの変更で 

       初期化されます。 



 12

 

 

   イベント１オンディレイ時間設定画面 

                  初期値： 

                 設定範囲：、1～８０００秒 

     キー   

      設定した時間だけ、実際のオン動作を遅らせます。 

 

   イベント１オフディレイ時間設定画面 

                  初期値： 

                 設定範囲：、1～８０００秒 

     キー   

      設定した時間だけ、実際のオフ動作を遅らせます。 

 

           ※この枠線内の機能はバージョン1.38以降で使用可能です。 

 

   イベント１ラッチング設定画面 

                  初期値： 

                 設定範囲：、 

     キー 

      ラッチングをに設定した場合、一旦イベントを出力すると 

イベントがＯＦＦになる状態になっても、イベント出力状態を 

      保持します。 イベント１モードがの場合は表示しません。 

      測定範囲､スケーリング、単位および警報１モードの変更で初期化 

      されます。 

 

    イベント１出力特性設定画面 

                   初期値： 

                   設定範囲：、 

     キー イベント１の出力特性を：ノーマルオープン、 

         ：ノーマルクローズから選択します。 

         イベント１モードがの場合は表示しません。 

      注：を選択した場合、電源ＯＮから約１.８秒以降にリレーが 

        ＯＮになり、イベント出力領域でＯＦＦになります。 

 

    イベント２モード設定画面 

                初期値： 

               設定範囲：イベント種類キャラクタ表より選択 

     キー  イベント２に割り付ける種類をキャラクタ表より選択します。 

        測定範囲、スケーリングおよび単位を変更すると初期化されます。 

 

    イベント２動作すきま設定画面 

                   初期値：５unit 

                    設定範囲：１～９９９unit 

     キー   イベント１と同様です。 

         

    イベント２待機動作設定画面 

                   初期値： 

                  設定範囲：、、 

     キー   イベント１と同様です。 

 

   

   イベント２オンディレイ時間設定画面 

                  初期値： 

                 設定範囲：、1～８０００秒 

     キー   

      設定した時間だけ、実際のオン動作を遅らせます。 

 

   イベント２オフディレイ時間設定画面 

                  初期値： 

                 設定範囲：、1～８０００秒 

     キー   

      設定した時間だけ、実際のオフ動作を遅らせます。 

 

             ※この枠線内の機能はバージョン1.38以降で使用可能です。 

 

    イベント２ラッチング設定画面 

                   初期値： 

                  設定範囲：、 

     キー   イベント１と同様です。 

 

 

 

 

    イベント２出力特性設定画面 

                  初期値： 

                  設定範囲：、 

     キー   イベント１と同様です。 

         

    イベント３モード設定画面 

     「注」：イベント３はイベント１・２とは別に追加オプションとして 

         付加されている場合に表示します。 

                初期値： 

               設定範囲：イベント種類キャラクタ表より選択 

     キー  イベント３に割り付ける種類をキャラクタ表より選択します。 

        測定範囲、スケーリングおよび単位を変更すると初期化されます。 

 

        以下の画面はイベント１・２と同様です。 

 

  モード５先頭画面へ戻る 

 

  （９）モード６画面群 

     モード６画面群は外部制御入力（ＤＩ）オプションの設定画面群であり、 

     オプションが付加されていない場合は、表示しません。 

     ＤＩ入力は無電圧接点またはオープンコレクタです。 

 

   モード６先頭画面 

          設定はありません。 

         キーを押すと最初の設定画面、ＤＩ１モード設定画面へ移行 

     キー  します。 

          ＭＡＣ３Ｃおよび３ＤではＣＴ入力のオプションが付加され 

          ている場合は、ＤＩ１～ＤＩ３は選択できず、表示しません。 

    ＤＩ１モード設定画面 

                 初期値： 

                設定範囲：ＤＩ動作キャラクタ表より選択 

     キー 

        ＤＩ１に割り付けるＤＩ動作をキャラクタ表より選択します。 

    ＤＩ２モード設定画面 

                 初期値： 

                設定範囲：ＤＩ動作キャラクタ表より選択 

     キー 

        ＤＩ２に割り付けるＤＩ動作をキャラクタ表より選択します。 

    ＤＩ３モード設定画面 

                 初期値： 

                設定範囲：ＤＩ動作キャラクタ表より選択 

     キー 

        ＤＩ３に割り付けるＤＩ動作をキャラクタ表より選択します。    

    ＤＩ４モード設定画面 

         「注」：ＤＩ４はＤＩ１・２・３とは別に追加オプションとして 

             付加されている場合に表示します。 

                  初期値： 

                 設定範囲：ＤＩ動作キャラクタ表より選択 

     キー 

        ＤＩ４に割り付けるＤＩ動作をキャラクタ表より選択します。 

  モード６先頭画面へ戻る 

 

 ＤＩ動作キャラクタ表とＤＩの制約事項 

キャラクタ 動作種類 入力検出 内  容 

  割付けなし   

  第１ＳＶ レベル ＤＩ端子閉で 実行ＳＶ＝第１ＳＶ 

  第２ＳＶ レベル ＤＩ端子閉で 実行ＳＶ＝第２ＳＶ 

  第３ＳＶ レベル ＤＩ端子閉で 実行ＳＶ＝第３ＳＶ 

  第４ＳＶ レベル ＤＩ端子閉で 実行ＳＶ＝第４ＳＶ 

  制御ＲＵＮ レベル ＤＩ端子閉でＲＵＮ、開でＳＴＢＹ（ＲＳＴ）

 プログラム レベル ＤＩ端子閉でプログラム、開で定値 

  手動出力 レベル ＤＩ端子閉で手動、開で自動 

   ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ エッジ 立ち上りエッジでＡＴ開始 

 ホールド レベル プログラムの時間一時停止 

 スキップ エッジ プログラムの次ステップへ移行 

 パターン１ レベル ＤＩ端子閉でプログラムパターン１を選択 

 パターン２ レベル ＤＩ端子閉でプログラムパターン２を選択 

 パターン３ レベル ＤＩ端子閉でプログラムパターン３を選択 

 パターン４ レベル ＤＩ端子閉でプログラムパターン４を選択 

 ﾗｯﾁﾝｸﾞ解除 エッジ 立ち上りエッジで全ラッチング解除 

 ｽｰﾊﾟｰｷｰﾛｯｸ レベル ＤＩ端子閉でｽｰﾊﾟｰｷｰﾛｯｸ、開で解除 
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 ・～の動作をＡＴ実行中に行った場合は、ＡＴ終了時に実行します。 

 ・～を各ＤＩに割付けた場合の優先順位は・・・の順です。 

 ・はＲＵＮ―自動出力時に実行可能です。 

 ・割付け時、ＡＴの途中解除はＡＴ画面のキー操作でＯＦＦを選択します。 

 ・ＡＴ実行中にＳＴＢＹ（ＲＳＴ）または手動出力を実行するとＡＴは解除されます。 

 ・キーロックがＯＦＦ以外でも、ＤＩの動作は有効です。 

 ・ＤＩ１～ＤＩ４に以外の同じ動作は同時に割付けはできません 

 ・ＤＩに割付けた動作はＤＩ優先となり、キー操作はできません。 

 ・スーパーキーロックを実行した場合は、基本画面固定となり､ＤＩ動作の実行は 

  できますが、ＡＴ解除やＳＶと手動出力の数値変更はできません。 

 ・ＤＩ入力には１点当たり５ＶＤＣ ０.５ｍＡが印加されますので、それに耐える 

  スイッチ、トランジスタ等を使用してください。 

 ・ＤＩの配線距離は ３０ｍ以内 にしてください。 

 

（１０）モード７画面群 

     モード７画面群はアナログ出力オプションの設定画面群であり、 

オプションが付加されていない場合は、表示しません。 

     ＭＡＣ３Ｃおよび３Ｄでは通信オプションが付加されている 

     場合は選択できず、表示しません。 

   モード７先頭画面 

          設定はありません。 

         キーを押すと最初の設定画面、アナログ出力モード設定画面 

     キー  へ移行します。 

         

    アナログ出力モード設定画面 

             初期値：（出力しない） 

             設定範囲： ＰＶ、 実行ＳＶ 

     キー              調節出力１ 

                       調節出力２ 

                      ＣＴ入力１ 

                                           ＣＴ入力２ 

        、、はオプションが付加されている場合に 

        表示します。 

        アナログ出力に割付けるデータ種類を選択します。 

 

    アナログ出力スケーリング下限値設定画面 

                   初期値：下表 

                     設定範囲：下表 

     キー 

        アナログ出力に割付ける範囲の下限値を設定します。 

        但し、ＡＳＬ＜ＡＳＨ 下限値優先 

 

 ＭＯＤＥ 設定範囲 初期値 

ＰＶ センサ入力 測定範囲内  測定範囲下限値 

ＳＶ リニア入力 スケーリング範囲内 スケーリング下限値

ＯＵＴ１、０ＵＴ２ ０.０～９９.９ ０.０ 

ＣＴ１、ＣＴ２  ０.０～４９.９ ０.０ 

   

   アナログ出力スケーリング上限値設定画面 

                    初期値：下表 

                   設定範囲：下表 

     キー 

        アナログ出力に割付ける範囲の上限値を設定します。 

        但し、ＡＳＬ＜ＡＳＨ 下限値優先 

 ＭＯＤＥ 設定範囲 初期値 

ＰＶ センサ入力 測定範囲内  測定範囲上限値 

ＳＶ リニア入力 スケーリング範囲内 スケーリング上限値

ＯＵＴ１、０ＵＴ２ ０.１～１００.０ １００.０ 

ＣＴ１、ＣＴ２  ０.１～ ５０.０ ５０.０ 

 

     上限値は下限値が優先のため、下限値＋１の値以下には設定できません。 

     下限値を上限値以上に設定した場合上限値は下限値＋１に押し上げられます。 

 

    アナログ出力リミッタ下限値設定画面 

                     初期値：０.０ 

                      設定範囲：０.０～１００.０％ 

     キー                 

アナログ出力値（４～２０mA）の下限値を％で設定します。 

        例えば、２５.０設定で８mA、５０.０設定で１２mA、７５.０設定で 

                １６mA、１００.０設定で２０mAが 下限側の出力値となります。 

 

 

    アナログ出力リミッタ上限値設定画面 

                     初期値：１００.０ 

                    設定範囲：０.０～１００.０％ 

     キー                  

アナログ出力値（４～２０mA）の上限値を％で設定します。 

         とに同じ値に設定するとぞの値に固定されます。 

  モード７先頭画面へ戻る 

 

  注：アナログ出力リミッタは逆スケールにすることもできます。 

  例：出力範囲：０(４mA)～１２００℃(２０mA)を０(２０mA)～１２００℃(４mA) 

    に １００.０％ を設定し、に ０.０％ を設定します。 

 （８）モード７画面群 

     モード７画面群は通信（ＲＳ４８５）オプションの設定画面群であり、 

  （１１）モード８画面群 

     モード８画面群はＣＴ入力オプションの設定画面群で、オプションが 

     付加されていない場合は、表示しません。 

     ＭＡＣ３Ｃおよび３ＤではＤＩ１～３オプションが付加されている 

     場合は選択できず、表示しません。 

  モード８先頭画面 

        設定はありません。 

        キーを押すと最初の設定画面、ＣＴ１モード設定画面へ 

    キー  移行します。 

 

  ＣＴ１モード設定画面 

              初期値： 

              設定範囲：、、、 

    キー               、、 

         ＣＴ（電流）センサで検出する対象を選択します。 

        は電流または電圧出力の場合、表示しません。 

        は電流または電圧出力の場合、および出力２オプション 

なしの場合は、表示しません。 

        ･およびはそれぞれオプションなしで表示しません。 

 

  ＣＴ１ディレイ時間設定画面 

              初期値：０.５ 

               設定範囲：０.５～９９９.９秒 

    キー 制御ループ異常警報をイベントに割付けた場合に、動作(ON-OFF)の 

        切り換りから検出開始までの遅延時間を設定します。 

 

  ＣＴ２モード設定画面 

              初期値： 

              設定範囲：、、、 

    キー               、、 

        ＣＴ１モード設定画面と同様です。 

 

  ＣＴ２ディレイ時間設定画面 

              初期値：０.５ 

               設定範囲：０.５～９９９.９秒 

    キー ＣＴ１ディレイ時間設定画面と同様です。 

 

  モード８先頭画面へ 

 

 

  制御ループ異常警報について 

   制御ループ異常警報は、対象の出力がＯＮの時に、ＣＴで検出された電流が、 

割付けたイベントの動作点（基本画面群イベント動作点設定画面の設定値） 

より低い場合に断線警報として、また対象出力がＯＦＦの時に検出電流が、 

   割付イベントの動作点より高い場合に、ループ異常（ショート、地絡等） 

   として、警報出力します。 

 

  （１２）モード９画面群 

     モード９画面群は通信（ＲＳ－４８５）オプションの設定画面群であり、 

付加されていない場合は、表示しません。    通信については別紙 

     通信取扱説明書（通信オプション付加時附属）を参照してください。 
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 ５－５.測定範囲コード表 

測定範囲 入力種類 
コード 

単位コード（℃） 単位コード（）

  Ｒ      0  ～1700      0  ～3100 

Ｋ    -199.9～ 400.0  -300  ～ 700 

Ｋ        0  ～1200      0  ～2200 

Ｋ    0.0～ 300.0      0 ～ 600 

Ｋ    0.0～ 800.0      0  ～1500 

    Ｊ      0  ～ 600    0  ～1100 

    Ｊ       0.0～ 600.0    0  ～1100 

Ｔ    -199.9～ 200.0   -300  ～ 400 

Ｅ         0  ～ 700      0  ～1300 

Ｓ       0  ～1700      0  ～3100 

*5Ｕ     -199.9～ 200.0    -300  ～ 400 

    Ｎ       0  ～1300      0  ～2300 

*1Ｂ       0 ～1800      0  ～3300 

*3Wre5-26      0  ～2300      0  ～4200 

熱電対 

*4PLⅡ        0  ～1300      0 ～2300 

      -200  ～ 600   -300  ～1100 

      -100.0～ 200.0   -150.0～ 400.0

       0.0～ 100.0      0.0～ 200.0

       - 50.0～  50.0   - 60.0～ 120.0

     -100.0～ 300.0   -150.0～ 600.0

    -199.9～ 300.0   -300  ～ 600 

     -199.9～ 600.0   -300  ～1100 

       0  ～ 250    0  ～ 500 

   -200  ～ 500 -300  ～ 900 

   -100.0～ 200.0 -150.0～ 400.0

     0.0～ 100.0    0.0～ 200.0

    - 50.0～  50.0 - 60.0～ 120.0

    -100.0～ 300.0 -150.0～ 600.0

   -199.9～ 300.0   -300  ～ 600 

    -199.9～ 500.0   -300  ～ 900 

 

 

                *6 

                *6 

 

 

測温抵抗体 

  Pt100 

 

 

                *6 

                *6 

 

 

 

 

      0  ～ 250    0  ～ 500 

ニッケル120       0  ～ 230   0  ～ 450 

    

     

    

     

マ 

 

ル 

 

チ 

 

入 

 

力 

電圧(mV)*7  0～ 10 

            0～100 

    *7-10～ 10 

            0～ 20 

            0～ 50     

    

    

     

     

     

電 圧(V)       1～  5 

          0～  5 

          -1～  1 

                0～  1 

               0～  2 

               0～ 10      

   電 流(mA)     4～ 20 

           0～ 20    

 

 

 

 

スケーリング範囲：-1999～9999カウント

スパン：10～10000カウント 

小数点位置変更可 

（小数点なし、0.1, 0.01, 0.001）

 

 

 熱電対 B,R,S,K,E,J,T,N:JIS/IEC， 測温抵抗体 Pt100:JIS/IEC, JPt100:旧JIS 

  *1 熱電対  Ｂ：４００℃（７５２）以下は精度保証外 

  *2 熱電対  Ｋ,Ｔ,Ｕで指示値が０～－１００℃（－１４８）の範囲の 

         精度は±０.５％ＦＳ，－１００℃以下の精度は±１.０％ＦＳ 

  *3 熱電対  Ｗｒｅ５－２６：ホスキンス社製 

  *4 熱電対  ＰＬⅡ：プラチネル 

  *5 熱電対  Ｕ：ＤＩＮ４３７１０ 

  *6 測温抵抗体 Ｐｔ/ＪＰｔ ±50.0℃, 0.0～100.0℃の精度は±０.３％ＦＳ 

    *7 電圧(mV)  ０～１０ｍV，±０～１０ｍVの精度は入力範囲の±０.３％ 

 ※工場出荷時の設定は マルチ入力：熱電対     ０～１２００℃ 

            電圧入力 ：１～５Ｖ    ０.０～１００.０ 

           電流入力 ：４～２０ｍＡ  ０.０～１００.０ 

 ６.機能の補足説明 

  ６－１．オートリターン機能 

      基本画面と各モニタ画面を除く画面で３分以上キー操作がない場合， 

      画面は自動的に基本画面へ移行(オートリターン)します。 

  ６－２．出力ソフトスタート機能について 

      電源投入時や、ＳＴＢＹ（ＲＳＴ）→ＲＵＮ時またはスケールオーバ 

      からの正常復帰時に、調節出力を設定した時間で徐々に増加させる 

      機能で、ヒータ等の負荷への過大電流を抑制するのに効果的です。 

１） 以下の条件でソフトスタートは機能します。 

     ・自動運転での電源投入時、ＳＴＢＹ（ＲＳＴ）→ＲＵＮ時、 

      スケールオーバからの正常復帰時 

     ・比例帯（Ｐ）がＯＦＦ以外の設定である。 

     ・ソフトスタート時間がＯＦＦでないこと。 

 

  ６－３．イベント選択警報動作図 

      イベント１～イベント３に割付ける警報の動作図を示します。 

 

   ：上限絶対値警報       ：下限絶対値警報 

              動作ＯＮ   動作ＯＮ  

 

 

          ▲                 ▲         

 

   ：上限偏差警報        ：下限偏差警報 

                 動作ＯＮ 動作ＯＮ 

    動作すきま                      動作すきま 

 

        △     ▲              ▲    △ 

 

   ：上下限偏差外警報      ：上下限偏差内警報 

                動作ＯＮ  

                            動作ＯＮ 

 

        ▲   △   ▲              ▲  △  ▲ 

 

            △：ＳＶ   ▲：警報動作点設定値 

   ：スケールオーバ 

                                動作ＯＮ 

 

         -10%  0%        ←ＰＶ→       100%  110% 

 ６－４．ＡＴ（オートチューニング）について 

     ・ＦＩＸ（定値制御）でＡＴを実行するとＡＴモニタＬＥＤは点滅し、 

      終了または途中解除で消灯します。 

     ・ＰＲＯＧ（プログラム制御）でＡＴを実行するとＡＴモニタＬＥＤは 

      実行中は点滅し、傾斜ステップや選択されている全てのＰＩＤで 

      オートチューニングを終了した場合は１パターンが終了するまでの間、 

      待機状態となり点灯、１パターンが終了した時点で消灯します。 

     ・１パターン中にＡＴが完了しない場合は、１パターン終了時にＡＴ動作 

      解除となります。 

     ・ＡＴは傾斜ステップでもＨＯＬＤ（ホールド）状態では実行します。 

     ・二出力仕様時のＡＴは以下のようになります。 

      加熱・冷却動作、冷却・加熱動作時はＯＵＴ１、ＯＵＴ２共同一ＰＩＤ値 

      加熱・加熱動作、冷却・冷却動作時はＯＵＴ１のみＡＴを行い、ＡＴ実行 

      中のＯＵＴ２出力は０％または出力リミッタ下限値となります。 

  ６－５．二出力特性図 

      二出力特性の出力を下図に示します。 

      ◎条件：Ｐ動作、マニュアルリセット（）―５０.０％ 

        １）ＯＵＴ１ＲＡ（加熱）・ＯＵＴ２ＤＡ（冷却）動作 

 

       調節出力１（ＲＡ特性）     調節出力２（ＤＡ特性） 

 出力100% 

 

 

 

 

 出力 0% 

             ▲       △       ▲ 

           ―ＤＢ     ＤＢ＝０    ＋ＤＢ 

            △：設定値（ＳＶ）  ▲：ＤＢ（デッドバンド） 

 

        ２）ＯＵＴ１ＲＡ（加熱）・ＯＵＴ２ＲＡ（加熱）動作 

 

       調節出力１（ＲＡ特性）     調節出力２（ＲＡ特性） 

 出力100% 

 

 

 

 

 出力 0% 

             ▲       △       ▲ 

           ―ＤＢ     ＤＢ＝０    ＋ＤＢ 

            △：設定値（ＳＶ）  ▲：ＤＢ（デッドバンド） 
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  ６－６．ＰＩＤ制御方式について 

 

      本器では、ＰＩＤ制御方式として比較的外乱要素の少ない対象に適した 

      従来型ＰＩＤ（工場出荷時の設定）のほかに、外乱応答とＳＶ(目標値) 

      変化追従性を個々に設定できるフレックスＰＩＤを搭載しています。 

      ここでは二つのＰＩＤ制御方式の変更方法と説明をします。 

 

 （１）ＰＩＤ方式の変更方法 

 

 

 

      

 ３秒   ３秒 

 

 

                    ：従来型ＰＩＤ(初期値) 

                    ：フレックスＰＩＤ 

 

 

   モード１からモード９までの先頭画面表示でキーを３秒押すと、ＰＩＤ方式 

   選択画面が表示されキーで１：従来型ＰＩＤ か ２：フレックスＰＩＤを 

   選択し、キーで確定します。 

 

 

 

 （２）フレックスＰＩＤに用いるファクタについて 

 

      フレックスＰＩＤでは従来のＰ（比例動作）、Ｉ（積分動作）、 

      Ｄ（微分動作）のほかにＳＶ変化追従性用ファクタと、それに 

      外乱応答性ファクタがあり、出力１と２のＰ（比例帯設定画面） 

      １から３の画面で呼び出すことができます。 

 

      モード３および出力２オプション付加の場合はモード４画面群の 

      比例帯設定画面でキーを３秒押すとの設定画面へ移行し、キーを 

      押すとへ、更にキーでへ、更にキーでへ移行します。 

      の設定画面でキーを３秒押すと比例帯設定画面へ移行します。 

 

            

                  

                  

 

 

               、、、 

                    についても同様 

                 

   ３秒   ３秒    ３秒   ３秒    

 

                 

                   

                       

                         

 

                 

              

                  

 

 

            

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）各ファクタの特性と調整について 

  

    ・通常の制御ではオートチューニング機能により、ＰＩＤの自動算出を 

     行うが、全てのプラントに対し最適な値を得るとは限らず、その場合は 

     制御結果を観察しながらＰＩＤ値の修正を行ってください。 

 

    ・フレックスＰＩＤ使用時の外乱に対する回復速度の調整 

     外乱からの回復には積分制限係数の値を調整するが、を大きくすると 

     回復は速くなるが、オーバーシュートやアンダーシュートが出やすくなる。 

       

     の設定範囲：０．００～１．００  

     の初期値：１出力および出力１と２が同特性の場合 ０．４０ 

           出力１と２の特性が逆（ＲＡ・ＤＡまたはＤＡ・ＲＡ）の 

           場合は ０．８０ 

 

    ・立ち上がり時およびＳＶ変更時の追従性調整 

     とのファクタを下の表を基に目的に応じた設定を行ってください。 

 

の値 の値 制御動作方式 特   徴 

1.00 1.00 I-PD（比例微分先行形） 定値制御向き 

1.00 0.00 ID-P（比例先行形） 

0.00 1.00 IP-D（微分先行形） 

ＳＶ変化によるキックバックはない 

が、目標値追従性がやや劣る。 

ランプ制御向き 

0.00 0.00 PID（偏差PID） 目標値追従性重視、 

カスケード制御向き 

任意 0.00 P-I-PD（P ﾌﾚｯｸｽ形） 

任意 任意 PD-I-PD（PD ﾌﾚｯｸｽ形） 

外乱対応と目標値追従の両立 

 

   およびの設定範囲：０．００～１．００ 

   およびの初期値   ＦＩＸ（定値）：＝０．４０、＝１．００ 

            ＰＲＧ（プログラム）：＝０．２０、＝０．２０ 

 

 

   ※ＳＶ変更や立ち上げ時のステップ応答性を良くしたい場合は、を小さく 

    逆にステップ応答時のオーバーシュートを小さくしたい場合や出力変化を 

    小さくしたい場合はを大きくする。 

 

   ※ランプ制御時の追従性を良くしたい場合はを小さくし、ランプ終了時の 

    オーバーシュートを小さくしたい場合や出力変化を小さくしたい場合は、 

    を大きくする。 

 

 

 （４）二出力制御について 

 

    ・二出力制御を加熱・冷却で使用する場合、出力１・出力２共に０％の 

     状態で放置させた時、ＳＶ>ＰＶ となるプラントでは出力１に加熱を 

     割り当て、ＳＶ<ＰＶ では出力１に冷却を割り当ててください。 

 

    ・二出力制御で下記の場合は負荷の状態によっては、一時的にデッドバンド 

     （ＤＢ）の設定を無視して調節出力が動作することがあります。 

 

      ① 出力１と出力２で比例帯（ＰＢ）および微分（Ｄ）が異なる場合。 

      ② 出力１と出力２の比例周期が異なっている場合。 

 

 

７．トラブルシューティング 

  

 ７－１．主な不具合の原因と処置 

 

 不具合内容    原  因    処  置 

エラーメッセージ 

の表示 

エラー表示の原因と処置を

参照 

エラー表示の原因と処置を 

参照 

ＰＶの表示がおか 

しい 

計器と入力のミスマッチ 

入力の誤配線 

型式コード、仕様の確認 

配線のチェック 

表示が消えて動作 

しない 

電源が断状態 

 

計器の異常 

電源の確認（端子の電圧、 

スイッチ､ヒューズ､配線） 

計器の点検､修理､交換 

キー操作できない 

 

キーロック状態 

計器の異常 

キーロックの解除 

計器の点検､修理､交換 

 

 

    △    △    △      

       ▽       ▽       ▽         

   △    

     ▽      

注：この、、のファクタは

  従来型ＰＩＤの場合も設定が

  可能ですが、制御には反映 

  されません。あくまでも 

  フレックスＰＩＤの応答性に

  関するファクタです。 
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 ７－２．エラー表示の原因と処置 

 

   （１）測定入力の異常表示 

 

エラー表示    内     容   原        因       処           置 

 

  

（ＨＨＨＨ） 

 

 

 

 

上限にスケールオーバ 

１.熱電対入力の断線 

２.測温抵抗体入力Ａの断線 

３.入力が測定範囲の上限を 

  １０％上回った場合 

１.熱電対入力配線の断線チェック、熱電対の交換 

２.測温抵抗体Ａ配線のチェック、測温抵抗体の交換 

３.入力電圧値､電流値の確認、入力発信器の確認 

  仕様の確認（入力信号と計器仕様のマッチング） 

１.入力が測定範囲の下限を 

  １０％下回った場合 

２.測温抵抗体入力Ｂの断線 

１.入力の極性が逆、配線、入力発信器の点検 

２.測温抵抗体Ｂ配線のチェック、測温抵抗体の交換 

 

  

（ＬＬＬＬ） 

 

 

 

 

下限にスケールオーバ 

 （Ｂ：ＭＡＣ３Ａ・３Ｂの端子№１１、ＭＡＣ３Ｃの端子№８、ＭＡＣ３Ｄの端子№５の配線） 

１.測温抵抗体入力ｂの断線 １.測温抵抗体ｂ配線のチェック、測温抵抗体の交換 

（ｂ：ＭＡＣ３Ａ・３Ｂの端子№１２、ＭＡＣ３Ｃの端子№９、ＭＡＣ３Ｄの端子№６の配線） 

（２本のＢを区別するためｂと表記しています） 

 

  

（ｂ－－－） 

 

 

 

 

測温抵抗体入力の断線 

 ２.ＡＢｂのうち複数の断線 

 （ＡとＢ、Ａとｂ、Ｂとｂ、 

  ＡＢｂ全ての断線） 

 

２. 測温抵抗体配線のチェック、測温抵抗体の交換 

  

（ＣＪＨＨ） 

 

熱電対入力の基準接点（ＣＪ） 

温度が上限側にスケールオーバ 

計器の周囲温度が８０℃を 

超えた場合 

１.計器の周囲温度を使用環境条件温度以内にする 

２.周囲温度が８０℃を超えていない場合は計器の点検 

  

（ＣＪＬＬ） 

 

熱電対入力の基準接点（ＣＪ） 

温度が下限側にスケールオーバ 

計器の周囲温度が－２０℃ 

以下になった場合 

１.計器の周囲温度を使用環境条件温度以内にする 

２.周囲温度が－２０℃以下でない場合は計器の点検 

 

 

 

８．仕 様 

 

 表 示 

   表示方法 デジタル表示：ＭＡＣ３Ａ（９６×９６サイズ） ＰＶ 赤色７セグメントＬＥＤ ４桁（文字高 約２０ｍｍ） 

ＳＶ 緑色７セグメントＬＥＤ ４桁（文字高 約１３ｍｍ） 

               ＭＡＣ３Ｂ（４８×９６サイズ） ＰＶ 赤色７セグメントＬＥＤ ４桁（文字高 約１２ｍｍ） 

ＳＶ 緑色７セグメントＬＥＤ ４桁（文字高 約 ９ｍｍ） 

               ＭＡＣ３Ｃ（７２×７２サイズ） ＰＶ 赤色７セグメントＬＥＤ ４桁（文字高 約１６ｍｍ） 

ＳＶ 緑色７セグメントＬＥＤ ４桁（文字高 約１１ｍｍ） 

               ＭＡＣ３Ｄ（４８×４８サイズ） ＰＶ 赤色７セグメントＬＥＤ ４桁（文字高 約１２ｍｍ） 

ＳＶ 緑色７セグメントＬＥＤ ４桁（文字高 約 ９ｍｍ） 

       ステータス表示：ＲＵＮ（緑色）、ＰＲＧ（緑色）、ＡＴ（緑色）、ＯＵＴ１（緑色） 

ＥＶ１（黄色）、ＥＶ２（黄色）、ＯＵＴ２/ＥＶ３（黄色） 

   表示精度        ：±(0.25%FS+1digit)CJ 誤差含まず.Ｂ熱電対の 400℃以下は精度保証外 

                              ＥＭＣ試験中の表示精度は±５％ＦＳ 

   精度維持範囲     ：23±5℃ 

   表示範囲       ：測定範囲の-10%～110% 但し、Pt100 の-200～600℃は-240～680℃ 

   表示分解能      ：測定範囲、スケーリングにより異なる 

   入力スケーリング   ：電圧、電流入力時に可能 －１９９９～９９９９（スパン 10～10000 カウント、小数点位置 小数点なし 0.1, 0.01, 0.001） 

   ＳＶブランキング   ：ＳＶリミッタ下限をに設定することで可能（基本画面のＳＶ表示が消灯） 

 

 設 定 

   設定方式       ：前面キー５個（      ）による 

   ＳＶ設定範囲     ：測定範囲に同じ 

   設定ロック      ：通信およびキー設定（６レベル）、ＤＩ（１レベル） 

 操作区分  レベル         ロック内容 

 ＯＦＦ ロックなし 

   １ 実行ＳＶと手動の数値変更およびキーロックレベルの変更が可能 

   ２ 手動の数値変更およびキーロックレベルの変更が可能 

   ３ キーロックレベルの変更が可能 

   ４ キーロックレベルの変更が可能 キーをロック 

   ５ １に加えて基本画面群と FIX/PROG 画面群の変更が可能 

 

 

通信＆キー設定 

 

   ６ １に加えて基本画面群とステップ設定画面群の変更が可能 

ＤＩ設定 スーパーキーロック（画面移行禁止 基本画面に固定） 

                ※ＤＩによるスーパーキーロック実行中はキーも受付けません。 

 

   ＳＶ設定リミッタ   ：測定範囲に同じ（下限＜上限） 

   単位設定       ：センサ入力時に設定可能 ℃、 
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 入 力 

  マルチ入力 

   熱電対 入力抵抗   ：５００ｋΩ以上、外部抵抗許容範囲 １００Ω以下 

       導線抵抗の影響：１.２μＶ／１０Ω 

       バーンアウト ：標準装備（アップスケールのみ） 

       測定範囲   ：５－５.項 測定範囲コード表参照 

        基準接点補償精度：±１℃（周囲温度１８～２８℃）但し､縦密着連装時は±２℃ 

               ±２℃（周囲温度 ０～５０℃）但し､縦密着連装時は±３℃ 

               ※電源投入直後は精度補償外、電源投入後５分以内に精度内に到達 

       基準接点追従性：周囲温度０.５℃／min 以下にて基準接点補償精度±１℃ 

      測温抵抗体 規定電流 ：約０.２５ｍＡ 

      導線抵抗許容範囲：一線あたり５Ω以下（３線の抵抗が等しいこと） 

       導線抵抗の影響：一線あたり ５Ω以下 ０.２％ＦＳ， 一線あたり１０Ω以下 ０.５％ＦＳ 

               一線あたり２０Ω以下 １.０％ＦＳ 

       測定範囲   ：５－５.項 測定範囲コード表参照 

   電圧（ｍＶ） 入力抵抗：５００ｋΩ以上 

        入力電圧範囲：５－５.項 測定範囲コード表参照 

  電圧入力（Ｖ） 入力抵抗：５００ｋΩ以上 

        入力電圧範囲：５－５.項 測定範囲コード表参照 

  電流入力（ｍＡ）受信抵抗：２５０Ω（内蔵） 

        入力電流範囲：５－５.項 測定範囲コード表参照 

  サンプリング周期    ：０.２５秒 

  ＰＶフィルタ      ：０～９９９９秒 

  ＰＶオフセット補正   ：±５００unit 

    ＰＶゲイン補正     ：±５.００％ 

 

 調 節 

   調節方式       ：オートチューニング機能付２モードＰＩＤ調節、またはＯＮ―ＯＦＦ動作 

   比例帯（Ｐ）     ：ＯＦＦおよび測定範囲の０.１～９９９.９％（ＯＦＦ設定でＯＮ―ＯＦＦ動作） 

   ＯＮ―ＯＦＦ動作すきま（ＤＦ）：１～９９９unit 

   積分時間（Ｉ）    ：ＯＦＦ、１～６０００秒（ＯＦＦ設定でＰＤ動作）   Ｉ、Ｄ 共にＯＦＦの場合、Ｐ動作 

   微分時間（Ｄ）    ：ＯＦＦ、１～３６００秒（ＯＦＦ設定でＰＩ動作）    

   マニュアルリセット（ＭＲ）：±５０.０％（Ｉ＝ＯＦＦ設定時に有効） 

   出力２デッドバンド  ：－１９９９～５０００unit 

   出力リミッタ（ＯＬ、ＯＨ）：０.０～１００.０％（ＯＬ＜ＯＨ） （設定分解能０.１） 

   ソフトスタート    ：ＯＦＦ、０.５～１２０.０秒（設定分解能０.５） 

   比例周期       ：０.５～１２０.０秒（設定分解能０.５） 

   調節出力特性     ：出力１、出力２ 個別にＲＡ（加熱）またはＤＡ（冷却）の選択可能 

   手動出力       ：０.０～１００.０％（設定分解能０.１） 

         ※Ｐ、Ｉ、Ｄ、ＤＦ、ＭＲ、ＯＬ、ＯＨおよびフレックスＰＩＤのＡ、Ｂ、Ｃの各パラメータは出力１，２共に１～３の３種類 

 

 調節出力１ 

   接 点        ：ノーマルオープン（１ａ） ２４０Ｖ ＡＣ ２Ａ（抵抗負荷） 

   電圧パルス（SSR 駆動） :１２Ｖ ＤＣ ＋１.０～－１.５Ｖ ＭＡＸ２０ｍＡ 

   電 流        ：４～２０ｍＡ ＤＣ 負荷抵抗５００Ω以下、 対表示精度±１％（精度維持範囲 ２３℃±５℃） 

                              ロードレギュレーション ±０.２％、分解能 約１/１２０００ 

   電 圧        ：０～１０Ｖ ＤＣ ＭＡＸ２ｍＡ 対表示精度±１％（精度維持範囲 ２３℃±５℃） 分解能 約１/１２０００ 

 

 調節出力２（オプション） ：調節出力２はイベント３、ＤＩ４との排他選択オプション 

   接 点        ：ノーマルオープン（１ａ） ２４０Ｖ ＡＣ ２Ａ（抵抗負荷） 

   電圧パルス（SSR 駆動） :１２Ｖ ＤＣ ＋１.０～－１.５Ｖ ＭＡＸ２０ｍＡ 

   電 流        ：４～２０ｍＡ ＤＣ 負荷抵抗５００Ω以下、 対表示精度±１％（精度維持範囲 ２３℃±５℃） 

                              ロードレギュレーション ±０.２％、分解能 約１/２００ 

   電 圧        ：０～１０Ｖ ＤＣ ＭＡＸ２ｍＡ 対表示精度±１％（精度維持範囲 ２３℃±５℃） 分解能 約１/２００ 

 

 プログラム機能（オプション） 

   パターン数      ：１，２，４より選択 

   ステップ数      ：パターン数１を選択した場合最大４０ステップ、パターン数２を選択した場合１パターン当たり最大２０ステップ、 

               パターン数４を選択した場合１パターン当たり最大１０ステップ 

   ＰＩＤ選択      ：出力それぞれにＰＩＤ１，ＰＩＤ２，ＰＩＤ３の３種類 

   時間設定       ：０分０秒～９９分５９秒 または ０時間０分～９９時間５９分 または ０.０～９９９.９時間 および ∞（無限） 

   時間設定分解能    ：１秒 または １分 または ０.１時間 

   時間精度       ：±（設定時間×0.005+0.25 秒） 

  ステップ内設定パラメータ：ＳＶ、時間、ＰＩＤ№ 

   繰り返し数      ：１～９９９９回および∞ 

   タイムシグナル    ：イベントに割付可能（ステップ切替わり時１秒間、パターンエンド時３秒間、プログラムエンド時３秒間） 

   ＰＶスタート機能   ：あり 

   ギャランティソーク機能：ＯＦＦ および １～２０００unit 

   タイムホールド機能  ：前面キー、ＤＩ割り付け、通信のいずれかで可能 

   ステップスキップ   ：前面キー、ＤＩ割り付け、通信のいずれかで可能 

   停電補償       ：なし（設定内容は保持するが、経過時間、実行ステップ、実行回数はリセットされる） 
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 イベント１・２（オプション）：２点セット 

   出力定格       ：接点 ノーマルオープン（１ａ） ２４０Ｖ ＡＣ ２Ａ（抵抗負荷） ＥＶ１・ＥＶ２コモン共通 

   イベント種類     ：下表参照 

      機  能 キャラクタ           備  考 

割付なし    

上限絶対値警報     

下限絶対値警報     

スケールオーバ警報    ＨＨＨＨ、ＬＬＬＬ、Ｂ - - - 表示時に動作 

上限偏差警報     

下限偏差警報     

偏差内警報     

偏差外警報     

ＲＵＮ信号   ＰＲＯＧ、ＦＩＸ運転中動作 

制御ループ警報（ヒータ断線／ループ）   接点・電圧パルス出力ＯＮ時  ＥＶ設定以下で断線警報 

   接点・電圧パルス出力ＯＦＦ時 ＥＶ設定以上でループ警報 

ステップ信号   ステップ切替わり時１秒間動作 

パターンエンド信号   パターンエンド時３秒間動作 

プログラムエンド信号   プログラムエンド時３秒間 

ホールド信号  タイムホールド中動作 

プログラム信号  プログラム選択で動作 

アップスロープ信号  プログラム制御の傾斜が上昇時に動作（ホールド中を含む） 

ダウンスロープ信号  プログラム制御の傾斜が下降時に動作（ホールド中を含む） 

ギャランティ信号   設定したＥＶ値より目標値に近づくと動作 

 

   設定範囲       ：上限絶対値警報、下限絶対値警報  測定範囲内 

               上限偏差警報、下限偏差警報    -１９９９～２０００unit 

               偏差内警報、偏差外警報      ０～２０００unit 

               制御ループ警報          ０.０～５０.０Ａ 

   待機動作       ：ＯＦＦ 待機動作なし 

               １   電源投入時のみ待機動作 

               ２   電源投入時、各警報動作点変更時・偏差警報の実行ＳＶ変更時、ＲＵＮ/ＳＴＢＹ（ＲＳＴ）切換時、 

                   ＡＵＴＯ／ＭＡＮ切換時に待機動作 

   ディレイ（オン、オフ） ：ＯＦＦ、１～８０００秒 

   ラッチング      ：警報動作保持機能（解除はキー操作またはＤＩまたは電源ＯＦＦ、ＤＩおよび電源ＯＦＦでの解除は全警報を同時解除） 

   動作すきま      ：１～９９９unit 

   出力特性       ：ノーマルオープン（ＮＯ）、ノーマルクローズ（ＮＣ）より選択 

               「注」ＮＣを選択した場合、電源ＯＮから約１.８秒以降にリレーがＯＮになり、イベント出力領域でＯＦＦになります。 

 

 イベント３（オプション） ：イベント３は調節出力２、ＤＩ４との排他選択オプション 

              ：項目、内容共イベント１・２と同様 

 

 ＤＩ１・２（オプション）  ：２点セット  ＭＡＣ３Ｃおよび３Ｄでは、ＣＴ入力と排他選択オプション 

   入力定格       ：５Ｖ ＤＣ ０.５ｍＡ 

   割付機能種類     ：下表参照 

                

キャラクタ 動作種類 入力検出       内   容 

  割付けなし   

  第１ＳＶ レベル ＤＩ端子閉で 実行ＳＶ＝第１ＳＶ 

  第２ＳＶ レベル ＤＩ端子閉で 実行ＳＶ＝第２ＳＶ 

  第３ＳＶ レベル ＤＩ端子閉で 実行ＳＶ＝第３ＳＶ 

  第４ＳＶ レベル ＤＩ端子閉で 実行ＳＶ＝第４ＳＶ 

  制御ＲＵＮ レベル ＤＩ端子 閉でＲＵＮ、開でＳＴＢＹ（ＲＳＴ）

 プログラム レベル ＤＩ端子 閉でプログラム、開で定値 

  手動出力 レベル ＤＩ端子 閉で手動、開で自動 

   ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ エッジ 立ち上りエッジでＡＴ開始 

 ホールド レベル プログラムの時間一時停止 

 スキップ エッジ プログラムの次ステップへ移行 

 パターン１ レベル ＤＩ端子閉でパターン１選択 

 パターン２ レベル ＤＩ端子閉でパターン２選択 

 パターン３ レベル ＤＩ端子閉でパターン３選択 

 パターン４ レベル ＤＩ端子閉でパターン４選択 

 ﾗｯﾁﾝｸﾞ解除 エッジ 立ち上りエッジで全ラッチング解除 

 ｽｰﾊﾟｰｷｰﾛｯｸ レベル ＤＩ端子閉でｽｰﾊﾟｰｷｰﾛｯｸ、開で解除 

 

   入力最低保持時間   ：０.２５秒 

   動作入力       ：無電圧接点またはオープンコレクタ 

 

 ＤＩ４（オプション）   ：ＤＩ４は調節出力２、イベント３との排他選択オプション 

   入力点数       ：１点 

              ：項目、内容共ＤＩ１・２と同様 
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 通信機能（オプション）  ：ＭＡＣ３Ｃおよび３Ｄでは、アナログ出力と排他選択オプション  

               通信機能の詳細は別紙、通信取扱説明書をお読みください。 

 

   通信種類       ：ＥＩＡ規格 ＲＳ－４８５ 

   通信方式       ：２線式半二重マルチドロップ（バス）方式 

   同期方式       ：調歩同期方式 

   通信距離       ：最長５００ｍ（条件により異なる） 

   通信速度       ：１２００、２４００、４８００、９６００、１９２００、３８４００ｂｐｓ 

   データフォーマット  ：スタート１ｂｉｔ、 ストップ１，２ｂｉｔ、 データ長７，８ｂｉｔ、 パリティなし、奇数、偶数 

   マスター機能     ：ＳＶ、ＯＵＴ１、ＯＵＴ２より選択（１：ｎ スレーブ台数 最大３１台） 

               ※本器をマスターにした場合，スレーブアドレス範囲は連続であること 

               ※マスター設定時は他のホストＰＣ等のバス接続は不可 

               ※カスケード制御時はマスター機とスレーブ機の入力レンジは同一にすること 

   スレーブアドレス   ：１～２５５ 

   パラメータ保存モード ：ＲＡＭ、ＭＩＸ、ＥＥＰモードより選択 

   誤り検出       ：なし、加算、加算＋２の補数、排他的論理和、ＣＲＣ－１６、ＬＲＣより選択 

   フロー制御      ：なし 

   ディレー       ：１～５００ｍｓ（分解能１ｍｓ） 

   通信コード      ：ＡＳＣＩＩコードまたはバイナリコード 

   プロトコル      ：シマックス標準、ＭＯＤＢＵＳ ＡＳＣＩＩ、ＭＯＤＢＵＳ ＲＴＵ 

   終端抵抗       ：１２０Ω（外部接続） 

   接続台数       ：最大３２台（条件による、ホストを含む） 

 

 アナログ出力（ＡＯ）   ：ＭＡＣ３Ｃおよび３Ｄでは、通信機能と排他選択オプション 

   出力種類       ：ＰＶ、ＳＶ、ＯＵＴ１、ＯＵＴ２、ＣＴ１、ＣＴ２より選択 

   出力定格       ：４～２０ｍＡ ＤＣ 負荷抵抗３００Ω以下、 対表示精度±０.３％（精度維持範囲２３℃±５℃） 

               ロードレギュレーション±０.０５％、 分解能 約１/５０,０００ 

   スケーリング機能   ：あり （範囲は出力種類による）  アナログ出力下限値＜アナログ出力上限値 

   出力リミッタ     ：０.０～１００.０％ （リバース設定可） 

 

 ＣＴ１入力        ：ＭＡＣ３Ｃおよび３Ｄでは、ＤＩ１・２と排他選択オプション 

   検出方法       ：ＣＴセンサによる電流判定方式 

   検出範囲       ：０.０～５５.０Ａ 

   サンプリング周期   ：１２５ｍｓ 

   検出精度       ：±５％ＦＳ 

   検出ディレー時間   ：０.５～９９９.９秒 

   警報出力       ：イベントに割付 

   検出対象種類     ：ＯＵＴ１、ＯＵＴ２、ＥＶ１、ＥＶ２、ＥＶ３に割付 

   警報動作点設定範囲  ：０.０～５０.０Ａ 

   推奨ＣＴセンサ    ：Ｕ_ＲＤ社製 ＣＴＬ－６－Ｌ、ＣＴＬ－６－Ｖ、ＣＴＬ－６－Ｐ－Ｈ、ＣＴＬ－６－Ｓ－Ｈ、ＣＴＬ－１２Ｌ－８ 

 

 一般仕様 

   データ保持      ：不揮発性メモリ（ＥＥＰＲＯＭ） 

   瞬停不感時間     ：０.０２秒以内１００％ｄｉｐで動作に影響のないこと 

   使用環境条件   温度：－１０～５５℃ 

            湿度：９０％ＲＨ以下（結露なきこと） 

            高度：標高２０００ｍ以下 

          カテゴリ：Ⅱ 

           汚染度：２ 

   保存温度条件     ：－２０～６５℃ 

   電源電圧       ：９０－２６４Ｖ ＡＣ ５０/６０Ｈｚ または ２１.６－２６.４Ｖ ＡＣ（５０/６０Ｈｚ）/ＤＣ 

      消費電力       ：９０－２６４Ｖ ＡＣ 最大 ９ＶＡ、２１.６－２６.４Ｖ ＡＣ 最大６ＶＡ、２１.６－２６.４Ｖ ＤＣ 最大４Ｗ 

      適合規格         ：ＣＥマーキング適合（ＥＭＣ：クラスＡ） 

            Oscillation：ＩＥＣ６００６８－２－６ 

   絶縁クラス      ：クラスⅠ機器 

   入力雑音除去比    ：ノーマル ５０ｄＢ以上 

   耐インパルスノイズ  ：電源ノーマル １００ｎｓ/１μｓ±１５００Ｖ 

 

   絶縁抵抗       ：入出力と電源端子間            ５００Ｖ ＤＣ ２０ＭΩ以上 

              ：アナログ出力または通信とその他の入出力間 ５００Ｖ ＤＣ ２０ＭΩ以上 

   耐電圧        ：入出力と電源端子間            １５００Ｖ ＡＣ １分間または １８００Ｖ ＡＣ １秒間 

              ：アナログ出力または通信とその他の入出力間 ５００Ｖ ＡＣ １分間または ６００Ｖ ＡＣ １秒間 

   耐振動        ：周波数 １０～５５～１０Ｈｚ、振幅 ０.７５ｍｍ（片振幅）・・・１００ｍ／Ｓ２ 方向 ３方向 

               掃引速度 １オクターブ／分（往復で約５分／サイクル） 掃引回数 １０回 

   ケース材質      ：ＰＣ又はＰＰＥ 

   ケース色       ：ライトグレー 

   外形寸法  ＭＡＣ３Ａ：Ｈ９６×Ｗ９６×Ｄ６９ｍｍ (パネル内奥行 ６５ｍｍ) 

         ＭＡＣ３Ｂ：Ｈ９６×Ｗ４８×Ｄ６６ｍｍ (パネル内奥行 ６２ｍｍ) 

         ＭＡＣ３Ｃ：Ｈ７２×Ｗ７２×Ｄ６９ｍｍ (パネル内奥行 ６５ｍｍ) 

         ＭＡＣ３Ｄ：Ｈ４８×Ｗ４８×Ｄ６６ｍｍ (パネル内奥行 ６２ｍｍ) 

 



 20

 

 

   適用パネル厚     ：１.２～２.８ｍｍ 

   取付穴寸法 ＭＡＣ３Ａ：Ｈ９２×Ｗ９２ｍｍ    横密着連装時の取付穴寸法 Ｗ（９６×Ｎ－４）ｍｍ  Ｈ９２ 

         ＭＡＣ３Ｂ：Ｈ９２×Ｗ４５ｍｍ     Ｎ＝台数        Ｗ（４８×Ｎ－３）ｍｍ  Ｈ９２ 

         ＭＡＣ３Ｃ：Ｈ６８×Ｗ６８ｍｍ                 Ｗ（７２×Ｎ－４）ｍｍ  Ｈ６８ 

         ＭＡＣ３Ｄ：Ｈ４５×Ｗ４５ｍｍ                 Ｗ（４８×Ｎ－３）ｍｍ  Ｈ４５ 

      質  量  ＭＡＣ３Ａ：約２２０ｇ： 

         ＭＡＣ３Ｂ：約１６０ｇ 

         ＭＡＣ３Ｃ：約１５０ｇ 

         ＭＡＣ３Ｄ：約１２０ｇ 

 

  アイソレーション    ：入力とシステムと接点以外の調節出力は非絶縁 

               イベント出力ＥＶ１とＥＶ２間は非絶縁 

               その他は基礎絶縁または機能絶縁 下記、絶縁ブロック図参照 

 

            絶縁ブロック図 

                        は基礎絶縁        は機能絶縁        は非絶縁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取扱説明書の記載内容は改良のため、お断りなく変更する場合がありますのでご了承ください。 

株式会社                                   URL http://www.shimax.co.jp 

本社・工場   〒014-0102 秋田県大仙市四ツ屋字下新谷地 190       ☎0187-86-3400     FAX.0187-62-6402 

 

                                                                             PRINTED IN JAPAN     

 

 

               電 源  

                          調節出力１（接点） 

測定入力（ＰＶ）                  調節出力１（電圧パルス／電流／電圧）

                          調節出力２（接点） 

外部制御入力１（ＤＩ１）     システム     調節出力２（電圧パルス／電流／電圧）

外部制御入力２（ＤＩ２）              イベント出力１（ＥＶ１） 

外部制御入力３（ＤＩ３）              イベント出力２（ＥＶ２） 

外部制御入力４（ＤＩ４）              イベント出力３（ＥＶ３） 

カレントトランス１（ＣＴ１）            アナログ出力 （ＡＯ） 

カレントトランス２（ＣＴ２）            通 信 
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